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議会の様子がインターネットで視聴できます。議会の様子がインターネットで視聴できます。
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12月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

陳情・討論‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議案と結果・編集後記‥‥‥‥‥

委員会視察報告‥‥‥‥‥‥‥

次回会期日程・パブコメ結果‥‥

パブリックコメント終了！！パブリックコメント終了！！
ご意見ありがとう
　　　ございました！
ご意見ありがとう
　　　ございました！

政務活動費パブリックコメント
意見の概要
政務活動費パブリックコメント
意見の概要

あわら開会、2月27日（月）～3月22日（水）
2/27（月） 本会議
3/ 6（月） 一般質問
3/ 7（火） 一般質問
3/22（水） 本会議

3/ 8（水）、9（木）
 総務厚生常任委員会

3/10（金）、13（月）
　14（火）
 産業建設教育常任委員会

令和5年3月定例会令和5年3月定例会
：会期日程案： 市

議
会

パブリックコメントで寄せられたご意見は、全議員
で共有させていただき、その回答につきましては、
市議会のホームページに掲載させていただきます。

第百十五回

提出者１

１１月２１日から１２月２０日まで実施しましたパブリックコメント
の意見を掲載します。貴重なご意見ありがとうございました。

　政務活動費の交付に関する条例の制定について
は、次の理由をもって反対します。
①地方自治法には政務活動費を、必要な経費の一
部として支給できると規定されているが、議員報
酬のように必ず支給すべきものとの規定ではない
こと。

②政務活動費を支給するとなると、当然ながら請求
内容の審査が必要となり、余分な事務処理（オン
ブズマン等の対応も含め）が発生すること。

③各議員の政務活動費相当分の実績の公表など、
政務活動費の交付を必要とする実態が明らかにさ
れていないこと。

④物価上昇により市民生活が逼迫している中で、議
員のみが自らの利権を得ようとしている姿勢が理
解できない。

提出者２

　坂井市と比較すると、まず、あわら市の市議会議
員数が多すぎる。単純にあわら市の人口比率は坂井
市の30％程度である。
　坂井市の議員報酬総額（政務活動費を含む）を人
口比率であわら市の議員報酬総額にあてはめると、
坂井市の月額報酬450,000円だと7.2名、あわら市
の380,000円にしても8.5名である。
　あわら市の議員定数は、どんなに多くても10名以
内であるべきだと考えます。議員定数を削減したう
えで、政務活動費の交付、議員の月額報酬の引上
げも検討すべきと考える。

提出者３

　全く活動している様子が見られない。区
の定例会に出席していたが、選挙前にした
形式的な投票をお願いする挨拶のみがその
活動に触れた全てである。もしくは市議会
だよりで目にするくらいだが、いつも形骸
化しているとの感想しか持てない。
　これはあわら市議会議員全員に言えると
考え、議員数を減らせという声が以前から
聞くが、全く賛同する。ましてや実体のな
い政務活動費の交付などもってのほかで、
全く必要を感じない。交付するならその証
拠を住民に「見える化」するべき。
　本当に活動していることを回覧板などで
普段から周知すべきであると考える。
　例えば大雪の後でも道路状況や対策が全
く改善しない等、なんら議員の存在が感じ
られないからである。コロナ禍においても
状況改善に向けての議員らしい活動は一切
なかった。
　よって、ここに強く政務活動費の交付の
条例に反対し、その財源を喫緊にコロナ禍
で困窮している世帯に支給すべきと考え
る。
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■
税
務
課

差
押
え
の
実
施
状
況

　
動
産
の
差
押
え
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
で
換
金
で
き
る
動
産

の
差
押
え
も
行
う
べ
き
で
あ

る
。

■
政
策
広
報
課

行
政
評
価
の
推
進

　
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政

運
営
す
る
上
で
的
を
射
た
取

り
組
み
だ
と
思
う
。
外
部
委

員
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

適
切
に
取
り
扱
っ
て
質
を
高

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

公
用
車

　
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、

市
役
所
に
も
電
気
自
動
車

■
総
務
課

職
員
数

　
北
陸
新
幹
線
開
通
前
で

他
の
市
に
は
な
い
仕
事
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
職
員
数
で

対
応
し
て
い
け
る
の
か
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

■
生
活
環
境
課

不
法
投
棄
対
策

　
あ
わ
ら
市
は
基
本
的
に
は

非
常
に
綺
麗
だ
と
思
っ
て
い

る
。
た
だ
、
対
処
策
の
パ
ト

ロ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
抑

止
策
を
盛
り
込
ん
で
い
く
べ

き
で
あ
る
。

■
健
康
長
寿
課

地
域
支
援
事
業

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
は
仕

事
量
が
多
い
と
思
う
が
、
現

在
の
職
員
数
で
は
少
な
い
と

思
う
。
無
理
の
な
い
よ
う
に

委
託
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、

確
実
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て

て
ほ
し
い
。

■
福
祉
課

生
活
保
護
事
業

　
生
活
保
護
受
給
者
が
少

な
い
と
安
心
す
る
の
で
は
な

く
、
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
人

の
こ
と
も
常
に
考
え
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
面
を
各
種
機
関

と
連
携
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　
問
題
の
あ
る
方
は
家
庭
環

境
や
生
活
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ

違
う
と
思
う
の
で
、
重
層
的

支
援
と
い
う
立
ち
位
置
か
ら

様
々
な
機
関
と
連
携
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

児
童
虐
待
防
止
の
自

立
支
援
相
談

■
子
育
て
支
援
課

　
市
民
公
募
に
よ
り
事
業

決
定
を
行
っ
て
い
く
手
法
も

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
道
の
駅
や
ア
フ
レ

ア
な
ど
に
返
礼
品
を
並
べ
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
Ｐ
Ｒ
で
き

れ
ば
、
そ
の
場
で
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
あ
わ
ら

 

サ
ポ
ー
ト
基
金
事
業

■
市
民
協
働
課

　
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
へ
の
貸
付
け

が
終
了
し
た
後
の
活
用
方
法

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

あ
わ
ら
市
複
合
福
祉
施

設 ■
監
理
課

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
、
令
和
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、「
予
算
が
適
切
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
」、「
そ
の
財
政
執
行
が
本
来
の
行
政
目
的
に
適
合
し
て
い
る
か
」、「
住

民
負
担
と
そ
の
使
途
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
」
な
ど
に
重
点
を
お
い

て
審
査
し
、
９
月
議
会
で
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
年
度
以
降
の
事
業
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
項
目
に
お
い
て
提
案

や
改
善
を
求
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
主
な
項
目
を
掲
載
し
ま
す
。

３，550万円を増額３，550万円を増額
令和4年度一般会計補正予算(第6号)

2億5，122万9千円を増額2億5，122万9千円を増額
12月定例会12月定例会 令和4年度一般会計補正予算(第5号)

　令和４年１２月定例会が１１月２８日から１２月２０日までの会期で開催されました。
　今回の定例会では、補正予算に関するもの６議案、条例の制定に関するもの６議案、公の施設の指定管
理者の指定に関するもの３議案、坂井地区広域連合規約の一部変更に関するもの１議案、「字の区域の変
更について」の一部訂正に関するもの１議案の計１７議案が上程され、すべて原案のとおり可決されました。
　また、今回は１２名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、議員発議による条例の改正に関するもの１件を可決し、陳情２件を不採択としました。

■出産・子育て応援事業　３,４６０万円を計上
■企業立地助成金等　２,６７２万円を計上
■原油価格・物価高騰対策支援金等　２,０８０万５千円を計上
■Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業　２,８３０万円を計上
■一般会計予算総額は１７２億１,２２３万６千円に

　来年春の北陸新幹線県内延伸芦原温泉駅開業に
向けて着々と周辺整備事業が進んでいます。
　議会では12月15日に北陸新幹線芦原温泉駅及び
アフレアの進捗状況を視察しました。
　アフレアは３月１９日にオープンします。

北陸新幹線

芦原温泉駅
及びアフレア

！北陸新幹線

芦原温泉駅
及びアフレア

！整備が
進む

整備が
進む

の
充
電
設
備
を
整
備
す
べ
き

で
あ
る
。

納
税
を
申
し
込
む
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
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芦原温泉駅
及びアフレア

！北陸新幹線

芦原温泉駅
及びアフレア

！整備が
進む

整備が
進む

の
充
電
設
備
を
整
備
す
べ
き

で
あ
る
。

納
税
を
申
し
込
む
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

賦
課
徴
収
経
費

９
０
０
万
円
増
額

　
地
方
自
治
体
の
基
幹
情

報
シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
・
統

一
化
を
踏
ま
え
て
、課
税
デ
ー

タ
と
登
記
デ
ー
タ
の
照
合
を

行
い
、
合
わ
せ
て
土
地
・
家

■
税
務
課

工
業
導
入
促
進
経
費

２
千
６
７
２
万
円
増
額

委
員 

５
年
前
は
４
億
円
余

り
を
助
成
し
て
い
た
が
、
近

年
低
調
で
あ
る
。
企
業
誘

致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

企
業
誘
致
を
必
要

と
す
る
用
地
が
残
っ
て
い
る

た
め
、
製
造
業
だ
け
で
な
く

商
業
関
係
の
企
業
誘
致
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員 
新
規
就
農
者
の
離
農

に
よ
る
補
助
金
返
還
が
多
い

が
、
離
農
す
る
理
由
な
ど
の

調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

離
農
者
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
離
農
者
に
対

し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
な
ぜ
営
農
継
続
が
出
来

な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
商
工
労
働
課

防
災
経
費

５
５
０
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
配
慮
し
た
指

定
避
難
所
の
運
営
に
対
応
す

る
た
め
、
必
要
と
な
る
テ
ン

ト
等
の
資
機
材
費
用
を
補

正
計
上
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

テ
ン
ト
は
全
て
の
指
定

避
難
所
に
配
備
で
き
る
の
か
。

理
事
者 

指
定
避
難
所
22
か

所
全
て
に
２
セ
ッ
ト
ず
つ
配

備
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
　
講
師
育
成
業
務

16
万
５
千
円
増
額

　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
と
し
て
人

材
育
成
に
関
す
る
事
業
費
を

補
正
計
上
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

講
師
と
し
て
育
成
す

る
人
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
人
材
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

現
在
育
児
休
暇
を

取
っ
て
い
る
方
、
定
年
を
迎

え
た
方
、
並
び
に
学
校
教
育

現
場
で
退
職
さ
れ
た
方
を

■
政
策
広
報
課

■
総
務
課

市
立
認
定
こ
ど
も
園

運
営
事
業

９
１
７
万
円
減
額

委
員 

気
が
か
り
児
対
応
や

出
産
休
暇
等
の
補
充
職
員

の
採
用
数
の
減
と
い
う
の
は
、

気
が
か
り
児
が
減
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

理
事
者 

当
初
予
算
は
前
年

の
実
績
な
ど
の
見
込
み
で
加

配
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

実
績
に
応
じ
た
減
額
で
す
。

■
子
育
て
支
援
課

芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業

１
５
２
万
７
千
円
増
額

委
員 

芦
原
温
泉
駅
の
自
由

通
路
を
は
じ
め
と
す
る
関
連

施
設
に
お
い
て
、
消
防
協
議

の
結
果
、
火
災
報
知
器
を

連
携
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
事
前
に

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

理
事
者 

消
防
署
が
関
連
施

設
を
一
体
的
な
建
物
と
捉
え

る
判
断
を
し
た
た
め
、
火
災

報
知
器
を
関
連
施
設
と
連

携
さ
せ
る
機
器
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

■
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
課

ふ
る
さ
と
あ
わ
ら
サ

ポ
ー
ト
基
金
事
業

１
億
１
千
７
４
０
万
円

増
額

委
員 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
で
は
温
泉
の
宿
泊
利
用

券
が
伸
び
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
返
礼
品
の
選
定
は
ど

こ
で
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
時
期
は
い
つ
か
。

理
事
者 

市
民
協
働
課
に
お

い
て
随
時
受
付
し
選
定
し
て

い
ま
す
。

■
市
民
協
働
課

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
見
て
い

ま
す
。

委
員 

育
成
す
る
講
師
は
本

当
に
意
欲
が
あ
る
か
ど
う
か
、

ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
る

と
思
う
の
で
、
広
く
門
戸
を

開
き
、
実
施
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
後
々
ま
で
継
続
す
る

よ
う
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

審
査
全
般

　
各
所
管
の
審
査
に
お
い
て
、

財
政
的
見
地
は
も
ち
ろ
ん
、

事
務
事
業
の
執
行
方
策
な

ど
に
、
多
く
の
指
摘
・
要
望

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
の
予
算
編
成
や
行

政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
期
待
す
る
。

企
業
等
魅
力
紹
介

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　 

制
作
委
託
業
務

　
あ
わ
ら
市
企
業
等
魅
力

紹
介
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ（
ブ
リ
ッ
ジ
）」
が

小
・
中
学
校
の
授
業
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
は
、
児
童
生

徒
の
共
通
認
識
や
郷
土
愛

を
育
む
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

■
商
工
労
働
課

■
農
林
水
産
課

稚
魚
放
流
等
事
業

　
北
潟
湖
に
お
け
る
遊
漁
客

の
増
加
を
目
的
に
、
稚
魚

購
入
に
対
す
る
補
助
金
の
増

額
や
そ
の
他
の
支
援
を
拡
充

す
る
べ
き
で
あ
る
。

■
観
光
振
興
課

観
光
協
会
委
託
業
務

　
新
規
顧
客
の
獲
得
に
繋
が

る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
あ
わ
ら
市

観
光
協
会
が
提
案
で
き
る
よ

う
、
新
規
顧
客
に
対
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
・
分

析
を
引
き
続
き
行
う
べ
き
で

あ
る
。

■
文
化
学
習
課

あ
わ
ら
市
文
化
会
館

　
毎
年
、
多
額
の
維
持
管

理
費
や
借
地
料
が
費
や
さ
れ

て
い
る
た
め
、
休
館
の
方
向

性
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
向
け
て
速
や

か
に
事
務
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
課

カ
ヌ
ー
普
及
推
進
事
業

　
あ
わ
ら
市
で
カ
ヌ
ー
が
有

名
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
る
た
め
、
全
国
大
会
を
積

極
的
に
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。

水
道
料
金
滞
納

　
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て
、

今
以
上
に
滞
納
額
が
増
え
な

い
よ
う
収
納
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

市
営
住
宅

　
特
に
老
朽
化
が
著
し
い
稲

越
団
地
は
、
北
陸
新
幹
線

開
業
ま
で
に
何
と
か
対
処
す

べ
き
で
あ
る
。

■
建
設
課

越
前
加
賀
県
境
の
館

　
道
の
駅
「
蓮
如
の
里
あ
わ

ら
」と
併
せ
て
管
理
運
営
等

を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

■
教
育
総
務
課

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

　
教
員
が
勤
務
時
間
外
に

児
童
生
徒
の
家
庭
に
訪
問
し

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う

こ
と
も
あ
る
が
、
保
護
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
勤
務

時
間
内
の
訪
問
や
面
談
に

移
行
す
る
な
ど
、
教
員
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　
基
金
の
事
業
区
域
は
広

範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
区
域
内

の
整
備
を
基
金
の
み
で
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
会

計
を
投
じ
て
維
持
管
理
や
補

修
等
の
整
備
を
続
け
る
べ
き

で
あ
る
。

金
津
南
部
土
地
区
画
整

理
基
金

■
上
下
水
道
課

■
芦
原
温
泉

　
　
　上
水
道
財
産
区

　
農
地
に
係
る
下
水
道
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
の

猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
公
平

性
が
保
た
れ
る
よ
う
管
理
体

制
の
厳
正
な
運
用
を
す
べ
き

で
あ
る
。

受
益
者
負
担
金
・

　
　
　
　
　 

分
担
金

農
業
次
世
代

　
　
人
材
投
資
事
業

１
３
１
万
３
千
円
増
額

■
農
林
水
産
課

屋
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
る
た
め
、
必
要
額

を
補
正
計
上
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の

保
守
・
管
理
な
ど
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

令
和
５
年
度
は
無

償
、
令
和
６
年
度
は
60
万
円
、

令
和
７
年
度
か
ら
90
万
円
の

費
用
が
必
要
で
す
。

自
転
車
道
整
備
事
業

１
５
２
万
７
千
円
減
額

委
員 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
示
す
矢
羽
根
マ
ー
ク
と
併

せ
て
、
案
内
板
で
も
自
転
車

が
通
行
す
る
こ
と
を
一
般
車

両
の
運
転
手
に
対
し
て
周
知

で
き
な
い
か
。

理
事
者 

案
内
板
は
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
す
る
人
に
向
け
た

も
の
で
、
一
般
車
両
の
運
転

■
建
設
課

手
が
認
識
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
矢

羽
根
マ
ー
ク
を
も
っ
て
自
転

車
が
通
行
す
る
道
路
で
あ
る

こ
と
を
認
識
く
だ
さ
い
。

よ
っ
て
、
今
以
上
の
積
極
的

な
活
用
を
市
か
ら
推
奨
す
る

べ
き
で
あ
る
。

稚魚放流事業

稲越団地

文化会館
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

賦
課
徴
収
経
費

９
０
０
万
円
増
額

　
地
方
自
治
体
の
基
幹
情

報
シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
・
統

一
化
を
踏
ま
え
て
、課
税
デ
ー

タ
と
登
記
デ
ー
タ
の
照
合
を

行
い
、
合
わ
せ
て
土
地
・
家

■
税
務
課

工
業
導
入
促
進
経
費

２
千
６
７
２
万
円
増
額

委
員 

５
年
前
は
４
億
円
余

り
を
助
成
し
て
い
た
が
、
近

年
低
調
で
あ
る
。
企
業
誘

致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

企
業
誘
致
を
必
要

と
す
る
用
地
が
残
っ
て
い
る

た
め
、
製
造
業
だ
け
で
な
く

商
業
関
係
の
企
業
誘
致
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員 

新
規
就
農
者
の
離
農

に
よ
る
補
助
金
返
還
が
多
い

が
、
離
農
す
る
理
由
な
ど
の

調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

離
農
者
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
離
農
者
に
対

し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
な
ぜ
営
農
継
続
が
出
来

な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
商
工
労
働
課

防
災
経
費

５
５
０
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
配
慮
し
た
指

定
避
難
所
の
運
営
に
対
応
す

る
た
め
、
必
要
と
な
る
テ
ン

ト
等
の
資
機
材
費
用
を
補

正
計
上
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

テ
ン
ト
は
全
て
の
指
定

避
難
所
に
配
備
で
き
る
の
か
。

理
事
者 

指
定
避
難
所
22
か

所
全
て
に
２
セ
ッ
ト
ず
つ
配

備
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
　
講
師
育
成
業
務

16
万
５
千
円
増
額

　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
と
し
て
人

材
育
成
に
関
す
る
事
業
費
を

補
正
計
上
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

講
師
と
し
て
育
成
す

る
人
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
人
材
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

現
在
育
児
休
暇
を

取
っ
て
い
る
方
、
定
年
を
迎

え
た
方
、
並
び
に
学
校
教
育

現
場
で
退
職
さ
れ
た
方
を

■
政
策
広
報
課

■
総
務
課

市
立
認
定
こ
ど
も
園

運
営
事
業

９
１
７
万
円
減
額

委
員 

気
が
か
り
児
対
応
や

出
産
休
暇
等
の
補
充
職
員

の
採
用
数
の
減
と
い
う
の
は
、

気
が
か
り
児
が
減
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

理
事
者 

当
初
予
算
は
前
年

の
実
績
な
ど
の
見
込
み
で
加

配
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

実
績
に
応
じ
た
減
額
で
す
。

■
子
育
て
支
援
課

芦
原
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業

１
５
２
万
７
千
円
増
額

委
員 

芦
原
温
泉
駅
の
自
由

通
路
を
は
じ
め
と
す
る
関
連

施
設
に
お
い
て
、
消
防
協
議

の
結
果
、
火
災
報
知
器
を

連
携
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
事
前
に

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

理
事
者 

消
防
署
が
関
連
施

設
を
一
体
的
な
建
物
と
捉
え

る
判
断
を
し
た
た
め
、
火
災

報
知
器
を
関
連
施
設
と
連

携
さ
せ
る
機
器
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

■
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
課

ふ
る
さ
と
あ
わ
ら
サ

ポ
ー
ト
基
金
事
業

１
億
１
千
７
４
０
万
円

増
額

委
員 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
で
は
温
泉
の
宿
泊
利
用

券
が
伸
び
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
返
礼
品
の
選
定
は
ど

こ
で
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
時
期
は
い
つ
か
。

理
事
者 

市
民
協
働
課
に
お

い
て
随
時
受
付
し
選
定
し
て

い
ま
す
。

■
市
民
協
働
課

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
見
て
い

ま
す
。

委
員 

育
成
す
る
講
師
は
本

当
に
意
欲
が
あ
る
か
ど
う
か
、

ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
る

と
思
う
の
で
、
広
く
門
戸
を

開
き
、
実
施
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
後
々
ま
で
継
続
す
る

よ
う
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

審
査
全
般

　
各
所
管
の
審
査
に
お
い
て
、

財
政
的
見
地
は
も
ち
ろ
ん
、

事
務
事
業
の
執
行
方
策
な

ど
に
、
多
く
の
指
摘
・
要
望

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
の
予
算
編
成
や
行

政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
期
待
す
る
。

企
業
等
魅
力
紹
介

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　 

制
作
委
託
業
務

　
あ
わ
ら
市
企
業
等
魅
力

紹
介
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ（
ブ
リ
ッ
ジ
）」
が

小
・
中
学
校
の
授
業
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
は
、
児
童
生

徒
の
共
通
認
識
や
郷
土
愛

を
育
む
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

■
商
工
労
働
課

■
農
林
水
産
課

稚
魚
放
流
等
事
業

　
北
潟
湖
に
お
け
る
遊
漁
客

の
増
加
を
目
的
に
、
稚
魚

購
入
に
対
す
る
補
助
金
の
増

額
や
そ
の
他
の
支
援
を
拡
充

す
る
べ
き
で
あ
る
。

■
観
光
振
興
課

観
光
協
会
委
託
業
務

　
新
規
顧
客
の
獲
得
に
繋
が

る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
あ
わ
ら
市

観
光
協
会
が
提
案
で
き
る
よ

う
、
新
規
顧
客
に
対
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
・
分

析
を
引
き
続
き
行
う
べ
き
で

あ
る
。

■
文
化
学
習
課

あ
わ
ら
市
文
化
会
館

　
毎
年
、
多
額
の
維
持
管

理
費
や
借
地
料
が
費
や
さ
れ

て
い
る
た
め
、
休
館
の
方
向

性
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
向
け
て
速
や

か
に
事
務
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
課

カ
ヌ
ー
普
及
推
進
事
業

　
あ
わ
ら
市
で
カ
ヌ
ー
が
有

名
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
る
た
め
、
全
国
大
会
を
積

極
的
に
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。

水
道
料
金
滞
納

　
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て
、

今
以
上
に
滞
納
額
が
増
え
な

い
よ
う
収
納
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

市
営
住
宅

　
特
に
老
朽
化
が
著
し
い
稲

越
団
地
は
、
北
陸
新
幹
線

開
業
ま
で
に
何
と
か
対
処
す

べ
き
で
あ
る
。

■
建
設
課

越
前
加
賀
県
境
の
館

　
道
の
駅
「
蓮
如
の
里
あ
わ

ら
」と
併
せ
て
管
理
運
営
等

を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

■
教
育
総
務
課

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

　
教
員
が
勤
務
時
間
外
に

児
童
生
徒
の
家
庭
に
訪
問
し

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う

こ
と
も
あ
る
が
、
保
護
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
勤
務

時
間
内
の
訪
問
や
面
談
に

移
行
す
る
な
ど
、
教
員
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　
基
金
の
事
業
区
域
は
広

範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
区
域
内

の
整
備
を
基
金
の
み
で
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
会

計
を
投
じ
て
維
持
管
理
や
補

修
等
の
整
備
を
続
け
る
べ
き

で
あ
る
。

金
津
南
部
土
地
区
画
整

理
基
金

■
上
下
水
道
課

■
芦
原
温
泉

　
　
　上
水
道
財
産
区

　
農
地
に
係
る
下
水
道
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
の

猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
公
平

性
が
保
た
れ
る
よ
う
管
理
体

制
の
厳
正
な
運
用
を
す
べ
き

で
あ
る
。

受
益
者
負
担
金
・

　
　
　
　
　 

分
担
金

農
業
次
世
代

　
　
人
材
投
資
事
業

１
３
１
万
３
千
円
増
額

■
農
林
水
産
課

屋
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
る
た
め
、
必
要
額

を
補
正
計
上
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の

保
守
・
管
理
な
ど
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 
令
和
５
年
度
は
無

償
、
令
和
６
年
度
は
60
万
円
、

令
和
７
年
度
か
ら
90
万
円
の

費
用
が
必
要
で
す
。

自
転
車
道
整
備
事
業

１
５
２
万
７
千
円
減
額

委
員 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
示
す
矢
羽
根
マ
ー
ク
と
併

せ
て
、
案
内
板
で
も
自
転
車

が
通
行
す
る
こ
と
を
一
般
車

両
の
運
転
手
に
対
し
て
周
知

で
き
な
い
か
。

理
事
者 

案
内
板
は
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
す
る
人
に
向
け
た

も
の
で
、
一
般
車
両
の
運
転

■
建
設
課

手
が
認
識
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
矢

羽
根
マ
ー
ク
を
も
っ
て
自
転

車
が
通
行
す
る
道
路
で
あ
る

こ
と
を
認
識
く
だ
さ
い
。

よ
っ
て
、
今
以
上
の
積
極
的

な
活
用
を
市
か
ら
推
奨
す
る

べ
き
で
あ
る
。

稚魚放流事業

稲越団地

文化会館
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件
の
改
善
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
基
盤

整
備
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

生
産
性
の
高
い
農
業
経
営

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。農

業
肥
料
の
高
値

は
続
い
て
お
り
、来
年
度
も

農
家
の
負
担
は
大
き
い
。引

き
続
き
来
年
度
も
農
業
肥

料
支
援
制
度
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

肥
料
価
格

の
推
移
や
国
、県
の
農
業
肥

料
支
援
策
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

米
農
家
に
は
米
価

下
落
に
つ
い
て
の
強
力
な
支

援
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

今
後
の
米

価
の
推
移
や
収
入
保
険
の

給
付
状
況
を
注
視
し
、国
や

県
の
方
針
に
沿
う
よ
う
な

形
で
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
が
ど
こ
ま
で
水

田
農
業
政
策
に
力
を
入
れ

る
か
が
、農
家
の
支
え
に
な

る
。水
田
農
業
政
策
を
強
化

し
、農
家
の
支
え
に
な
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。

※

そ
の
他
、集
落
と
き
め
き

活
動
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

あ
わ
ら
市
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
あ
わ
ら

市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

市
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
の
人
事
院
勧

告
に
準
じ
、
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

あ
わ
ら
市
職
員
の
定

年
引
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

あ
わ
ら
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
職
員
の
定

年
を
段
階
的
に
65
歳
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
制
等
の
定
年
引
上
げ
に

関
連
し
た
諸
制
度
を
設
け
る

た
め
、
条
例
の
制
定
を
行
う

も
の
で
す
。

委
員 

主
幹
と
い
う
役
職
は

ど
う
い
っ
た
職
務
か
。

理
事
者 

60
歳
を
過
ぎ
た
管

理
職
が
役
職
定
年
と
な
り
、

管
理
監
督
職
と
し
て
培
っ
た

知
識
や
経
験
か
ら
、
課
長

補
佐
の
サ
ポ
ー
ト
や
専
門
的

な
事
務
処
理
、
課
員
の
指
導
、

監
督
相
談
な
ど
の
事
務
に
従

事
す
る
役
職
で
す
。

芦
原
温
泉
駅
交
通
広

場
条
例
及
び
あ
わ
ら

市
営
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
芦
原
温
泉
東
口
交
通
広

場
の
新
設
に
伴
う
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

委
員 

東
口
交
通
広
場
に
バ

ス
等
の
進
入
は
想
定
し
て
い

る
の
か
。

理
事
者 

バ
ス
等
が
東
口
交

通
広
場
の
駐
車
場
内
に
進

入
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
東
口
交
通
広
場

の
道
路
に
進
入
す
る
こ
と
や
、

東
口
ア
ク
セ
ス
道
路
付
近
の

バ
ス
待
避
所
に
駐
車
す
る
こ

と
は
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
案
外
の
件

委
員 

大
変
な
仕
事
で
職
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で

あ
る
。

理
事
者 

支
援
会
議
な
ど
の

試
行
を
し
て
い
る
段
階
で
、

こ
う
し
た
会
議
等
を
通
じ
て
、

事
例
の
共
有
や
、
連
携
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
坂
井
地
区
広
域
連
合
の

執
行
機
関
を
変
更
す
る
こ
と

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第
２

９
１
条
の
11
の
規
定
に
よ
り
、

坂
井
地
区
広
域
連
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。 坂

井
地
区
広
域
連
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
ゆ
う
ゆ
う
パ
ー
ク
あ
わ
ら

内
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
使
用

時
間
及
び
料
金
の
変
更
に
伴

あ
わ
ら
市
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　「
金
津
本
陣
賑
わ
い
広

場
」の
指
定
管
理
者
と
し
て

「
あ
わ
ら
市
商
工
会
」を
指
定

す
る
も
の
で
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　「
芦
原
温
泉
駅
西
口
賑
わ

い
施
設
」の
指
定
管
理
者
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
ア
フ

レ
ア
」を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　「
越
前
加
賀
県
境
の
館
の

指
定
管
理
者
」と
し
て「
越

前
加
賀
県
境
の
館
管
理
運

営
委
員
会
」を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

委
員 

指
定
管
理
者
に
異
論

は
な
い
が
、
施
設
利
用
者
が

非
常
に
少
な
い
た
め
、
令
和

５
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
道
の
駅「
蓮
如
の
里
あ
わ

ら
」と
連
携
さ
せ
、
利
用
者

の
増
加
を
図
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

理
事
者 

地
元
と
連
携
を
図

り
、
利
用
者
を
呼
び
込
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

農
業
経
営
が
厳
し

い
現
状
を
踏
ま
え
、こ
れ
ま

で
農
家
に
対
し
、ど
の
よ
う

な
経
営
推
進
を
し
て
き
た

の
か
、今
後
ど
の
よ
う
な
経

営
推
進
を
図
っ
て
い
く
の

か
。

安
定
的
な
農
業
経

営
確
立
の
た
め
、農
業
者
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
施

策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
水
田
農
業
に
お
い
て

は
、需
要
に
応
じ
た
主
食
用

米
の
生
産
を
推
進
す
る
こ

と
で
、米
価
の
安
定
を
図
っ

て
い
ま
す
。生

産
性
の
高
い
農

業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、

市
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
き
た
の
か
、ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

計
画
的
に

圃
場
整
備
を
行
い
、耕
作
条

木
下

木
下

木
下

木
下

木
下

で
は
な
い
か
。様

々
な
事
例

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、相
談

や
要
請
が
あ
れ
ば
、そ
の
都

度
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

自
治
会
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
の
調
査
に
つ

い
て
、そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

全
区
長
へ
の

調
査
の
結
果
、多
く
の
自
治

会
が
、少
子
高
齢
、人
口
減

少
等
に
よ
り
役
員
の
高
齢

化
、固
定
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、市
民
同

士
の
交
流
が
減
少
し
た
こ

と
を
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、区
長
と
し
て
、会

議
、行
事
等
の
出
席
な
ど
、

依
頼
事
務
が
負
担
と
な
る

と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

３
月
に
同
様
の
質

問
を
し
て
、調
査
結
果
が
12

月
に
出
る
の
は
非
常
に
遅

い
。

　
他
市
で
は
今
後
の
自
治

会
の
存
続
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
自
治
会
に
合
併
を

促
す
事
業
を
始
め
て
い
る
。

　
あ
わ
ら
市
は
こ
れ
ま
で
に

統
廃
合
に
関
す
る
相
談
は

な
か
っ
た
の
か
。区

長
か
ら
自

治
会
の
再
編
に
向
け
た
相
談

は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
が
一
方
的
に
再
編

を
行
う
も
の
で
は
な
い
と
思

う
が
、坂
井
市
の
よ
う
に
専

従
職
員
を
作
り
、各
自
治
会

を
ま
わ
り
、対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
指

摘
す
る
。

市
と
し
て
の
管
理

方
法
を
区
に
説
明
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
問
い
に
対

し
、所
有
権
が
国
か
ら
市
に

変
わ
っ
た
だ
け
で
区
へ
の
対

応
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い

う
判
断
は
、市
の
職
務
怠
慢

で
は
な
い
か
。法

定
外
公
共

物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、国
が
財
産
管
理
を
行
っ

て
い
た
当
時
か
ら
、明
確
な

位
置
づ
け
が
な
く
、従
来
か

ら
慣
習
と
し
て
自
治
会
が

主
体
と
し
て
管
理
し
て
き
ま

し
た
。

自
治
会
は
区
長
が

毎
年
変
わ
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、払
い
下
げ
の
分
か
り

や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、管
理
し
や
す
く
す
べ
き

土
木
部
長

土
木
部
長

総
務
部
長

八
木

八
木

八
木

八
木

八
木

あ
わ
ら
市
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
実

施
計
画
書
（
案
）

う
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

委
員 

使
用
料
を
半
日
単
位

か
ら
１
時
間
単
位
に
変
更
し

て
い
る
が
、
使
用
料
が
高
い

こ
と
で
利
用
者
か
ら
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
の
か
。

理
事
者 

そ
の
よ
う
な
ク

レ
ー
ム
は
無
く
、
使
用
時
間

を
見
直
す
こ
と
で
、
複
数
の

団
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。

法
定
外
公
共
物
の
維

持
管
理
方
法
に
つ
い
て

区
長
の
成
り
手
不
足

へ
の
対
策
に
つ
い
て

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

市
長

総
務
部
長

金津本陣賑わい広場
（ａキューブ）

木
下 

勇
二 

議
員

・
水
田
農
業
の

　
　
　
　振
興
に
つ
い
て

八
木 

秀
雄 

議
員

・
自
治
会（
区
）が
法
定
外
公
共
物
、

　区
道（
赤
道
）の
維
持
管
理
の

　
　
　
　
　

 

対
応
方
法
に
つ
い
て

・
自
治
会（
区
）長
の
成
り
手
不
足
の

  

解
消
の
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
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件
の
改
善
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
基
盤

整
備
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

生
産
性
の
高
い
農
業
経
営

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。農

業
肥
料
の
高
値

は
続
い
て
お
り
、来
年
度
も

農
家
の
負
担
は
大
き
い
。引

き
続
き
来
年
度
も
農
業
肥

料
支
援
制
度
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

肥
料
価
格

の
推
移
や
国
、県
の
農
業
肥

料
支
援
策
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

米
農
家
に
は
米
価

下
落
に
つ
い
て
の
強
力
な
支

援
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

今
後
の
米

価
の
推
移
や
収
入
保
険
の

給
付
状
況
を
注
視
し
、国
や

県
の
方
針
に
沿
う
よ
う
な

形
で
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
が
ど
こ
ま
で
水

田
農
業
政
策
に
力
を
入
れ

る
か
が
、農
家
の
支
え
に
な

る
。水
田
農
業
政
策
を
強
化

し
、農
家
の
支
え
に
な
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。

※

そ
の
他
、集
落
と
き
め
き

活
動
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

あ
わ
ら
市
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
あ
わ
ら

市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

市
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
の
人
事
院
勧

告
に
準
じ
、
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

あ
わ
ら
市
職
員
の
定

年
引
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

あ
わ
ら
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
職
員
の
定

年
を
段
階
的
に
65
歳
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
制
等
の
定
年
引
上
げ
に

関
連
し
た
諸
制
度
を
設
け
る

た
め
、
条
例
の
制
定
を
行
う

も
の
で
す
。

委
員 

主
幹
と
い
う
役
職
は

ど
う
い
っ
た
職
務
か
。

理
事
者 

60
歳
を
過
ぎ
た
管

理
職
が
役
職
定
年
と
な
り
、

管
理
監
督
職
と
し
て
培
っ
た

知
識
や
経
験
か
ら
、
課
長

補
佐
の
サ
ポ
ー
ト
や
専
門
的

な
事
務
処
理
、
課
員
の
指
導
、

監
督
相
談
な
ど
の
事
務
に
従

事
す
る
役
職
で
す
。

芦
原
温
泉
駅
交
通
広

場
条
例
及
び
あ
わ
ら

市
営
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
芦
原
温
泉
東
口
交
通
広

場
の
新
設
に
伴
う
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

委
員 

東
口
交
通
広
場
に
バ

ス
等
の
進
入
は
想
定
し
て
い

る
の
か
。

理
事
者 

バ
ス
等
が
東
口
交

通
広
場
の
駐
車
場
内
に
進

入
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
東
口
交
通
広
場

の
道
路
に
進
入
す
る
こ
と
や
、

東
口
ア
ク
セ
ス
道
路
付
近
の

バ
ス
待
避
所
に
駐
車
す
る
こ

と
は
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
案
外
の
件

委
員 

大
変
な
仕
事
で
職
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で

あ
る
。

理
事
者 

支
援
会
議
な
ど
の

試
行
を
し
て
い
る
段
階
で
、

こ
う
し
た
会
議
等
を
通
じ
て
、

事
例
の
共
有
や
、
連
携
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
坂
井
地
区
広
域
連
合
の

執
行
機
関
を
変
更
す
る
こ
と

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第
２

９
１
条
の
11
の
規
定
に
よ
り
、

坂
井
地
区
広
域
連
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。 坂

井
地
区
広
域
連
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
ゆ
う
ゆ
う
パ
ー
ク
あ
わ
ら

内
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
使
用

時
間
及
び
料
金
の
変
更
に
伴

あ
わ
ら
市
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　「
金
津
本
陣
賑
わ
い
広

場
」の
指
定
管
理
者
と
し
て

「
あ
わ
ら
市
商
工
会
」を
指
定

す
る
も
の
で
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　「
芦
原
温
泉
駅
西
口
賑
わ

い
施
設
」の
指
定
管
理
者
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
ア
フ

レ
ア
」を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　「
越
前
加
賀
県
境
の
館
の

指
定
管
理
者
」と
し
て「
越

前
加
賀
県
境
の
館
管
理
運

営
委
員
会
」を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

委
員 

指
定
管
理
者
に
異
論

は
な
い
が
、
施
設
利
用
者
が

非
常
に
少
な
い
た
め
、
令
和

５
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
道
の
駅「
蓮
如
の
里
あ
わ

ら
」と
連
携
さ
せ
、
利
用
者

の
増
加
を
図
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

理
事
者 

地
元
と
連
携
を
図

り
、
利
用
者
を
呼
び
込
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

農
業
経
営
が
厳
し

い
現
状
を
踏
ま
え
、こ
れ
ま

で
農
家
に
対
し
、ど
の
よ
う

な
経
営
推
進
を
し
て
き
た

の
か
、今
後
ど
の
よ
う
な
経

営
推
進
を
図
っ
て
い
く
の

か
。

安
定
的
な
農
業
経

営
確
立
の
た
め
、農
業
者
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
施

策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
水
田
農
業
に
お
い
て

は
、需
要
に
応
じ
た
主
食
用

米
の
生
産
を
推
進
す
る
こ

と
で
、米
価
の
安
定
を
図
っ

て
い
ま
す
。生

産
性
の
高
い
農

業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、

市
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
き
た
の
か
、ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

計
画
的
に

圃
場
整
備
を
行
い
、耕
作
条

木
下

木
下

木
下

木
下

木
下

で
は
な
い
か
。様

々
な
事
例

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、相
談

や
要
請
が
あ
れ
ば
、そ
の
都

度
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

自
治
会
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
の
調
査
に
つ

い
て
、そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

全
区
長
へ
の

調
査
の
結
果
、多
く
の
自
治

会
が
、少
子
高
齢
、人
口
減

少
等
に
よ
り
役
員
の
高
齢

化
、固
定
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、市
民
同

士
の
交
流
が
減
少
し
た
こ

と
を
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、区
長
と
し
て
、会

議
、行
事
等
の
出
席
な
ど
、

依
頼
事
務
が
負
担
と
な
る

と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

３
月
に
同
様
の
質

問
を
し
て
、調
査
結
果
が
12

月
に
出
る
の
は
非
常
に
遅

い
。

　
他
市
で
は
今
後
の
自
治

会
の
存
続
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
自
治
会
に
合
併
を

促
す
事
業
を
始
め
て
い
る
。

　
あ
わ
ら
市
は
こ
れ
ま
で
に

統
廃
合
に
関
す
る
相
談
は

な
か
っ
た
の
か
。区

長
か
ら
自

治
会
の
再
編
に
向
け
た
相
談

は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
が
一
方
的
に
再
編

を
行
う
も
の
で
は
な
い
と
思

う
が
、坂
井
市
の
よ
う
に
専

従
職
員
を
作
り
、各
自
治
会

を
ま
わ
り
、対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
指

摘
す
る
。

市
と
し
て
の
管
理

方
法
を
区
に
説
明
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
の
問
い
に
対

し
、所
有
権
が
国
か
ら
市
に

変
わ
っ
た
だ
け
で
区
へ
の
対

応
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い

う
判
断
は
、市
の
職
務
怠
慢

で
は
な
い
か
。法

定
外
公
共

物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、国
が
財
産
管
理
を
行
っ

て
い
た
当
時
か
ら
、明
確
な

位
置
づ
け
が
な
く
、従
来
か

ら
慣
習
と
し
て
自
治
会
が

主
体
と
し
て
管
理
し
て
き
ま

し
た
。

自
治
会
は
区
長
が

毎
年
変
わ
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、払
い
下
げ
の
分
か
り

や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、管
理
し
や
す
く
す
べ
き

土
木
部
長

土
木
部
長

総
務
部
長

八
木

八
木

八
木

八
木

八
木

あ
わ
ら
市
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
実

施
計
画
書
（
案
）

う
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

委
員 

使
用
料
を
半
日
単
位

か
ら
１
時
間
単
位
に
変
更
し

て
い
る
が
、
使
用
料
が
高
い

こ
と
で
利
用
者
か
ら
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
の
か
。

理
事
者 

そ
の
よ
う
な
ク

レ
ー
ム
は
無
く
、
使
用
時
間

を
見
直
す
こ
と
で
、
複
数
の

団
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。

法
定
外
公
共
物
の
維

持
管
理
方
法
に
つ
い
て

区
長
の
成
り
手
不
足

へ
の
対
策
に
つ
い
て

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

市
長

総
務
部
長

金津本陣賑わい広場
（ａキューブ）

木
下 

勇
二 

議
員

・
水
田
農
業
の

　
　
　
　振
興
に
つ
い
て

八
木 

秀
雄 

議
員

・
自
治
会（
区
）が
法
定
外
公
共
物
、

　区
道（
赤
道
）の
維
持
管
理
の

　
　
　
　
　

 

対
応
方
法
に
つ
い
て

・
自
治
会（
区
）長
の
成
り
手
不
足
の

  

解
消
の
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
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体
感
・
滞
在
型
観
光
を
基
軸

に
、特
色
が
際
立
つ
エ
リ
ア

観
光
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、七
つ
の
エ
リ
ア

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、周

遊
・
滞
在
型
の
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
自
然

が
残
る
北
潟
国
有
林
内
の

自
然
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に

ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
、活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

「
北
潟
の
森
協
議

会
」が
、平
成
15
年
に
福
井

森
林
管
理
署
と
協
定
を
結

び
、国
有
林
の
整
備
等
を
含

め
た
森
林
づ
く
り
活
動
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
は
、福
井
森

林
管
理
署
と
本
市
教
育
委

児
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、保

育
所
が
過
剰
と
な
る
時
代

が
到
来
す
る
と
思
う
が
、ど

の
よ
う
に
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
。市

は
こ
れ
ま
で
も
区

域
ご
と
に
、こ
ど
も
園
の
定

員
数
を
調
整
し
、充
足
率
を

上
げ
健
全
な
運
営
維
持
が

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。ま
た
、定
員
が
減

る
こ
と
に
よ
る
こ
ど
も
園
の

空
き
教
室
の
活
用
や
保
育

教
諭
の
人
材
活
用
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
ま
す
。　

今
か
ら
地
域
ご
と

に
異
な
る
具
体
的
状
況
に

応
じ
た
保
育
の
在
り
方
の

検
討
や
、各
保
育
所
等
の
状

況
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能

な
保
育
提
供
体
制
づ
く
り

を
計
画
的
に
行
う
べ
き
と

考
え
る
。

休
校
・
廃
校
に
つ
い

て
、今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。例

え
ば
、校
舎
を

使
っ
て
の
宿
泊
施
設
や
大

規
模
改
修
を
行
う
た
め
に

は
、廃
校
と
す
る
必
要
が
あ

り
、時
期
に
つ
い
て
は
活
動

団
体
の
思
い
を
十
分
に
聞
い

た
上
で
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。新

郷
・
波
松
は
過
疎

債
、吉
崎
は
辺
地
債
を
利
用

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

３
校
共
に
過
疎
地

域
、辺
地
の
対
象
区
域
に
な

る
こ
と
か
ら
最
大
限
に
利

用
し
、利
活
用
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

初
期
投
資
等
の
支

援
を
行
い
、今
後
、活
用
団

体
の
採
算
が
見
込
め
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
考
え
は
あ

る
か
。

休
校
施
設
の
運
営

に
つ
い
て
は
、各
団
体
に
中

心
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動

が
主
流
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、現
在
の
体
制
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
事
業
へ
の

民
間
活
力
の
投
入
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
、民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
資
金
の
活
用
を
通
じ

て
運
営
の
効
率
化
や
財
政

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
園

第
２
次
あ
わ
ら
市

総
合
振
興
計
画
の
経
済
産

業
に
お
け
る
地
域
振
興
策

と
は
何
か
。

経
済
産
業
分
野
は

施
策
の
柱
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
お
り
、観
光
の
振
興
、

農
業
・
林
業
・
水
産
業
の
振

興
、工
業
、商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
振
興
な
ど
、八
つ
の
基

本
施
策
と
そ
の
方
針
及
び

事
務
事
業
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

産
業
構
造
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
セ
ン

サ
ス
調
査
の
売
上
高
に
つ
い

て
は
、市
内
産
業
全
体
で
約

２
，１
４
１
億
円
、そ
の
う
ち

製
造
業
が
全
体
の
約
60
％

を
占
め
ト
ッ
プ
と
な
り
ま

す
。続
い
て
、２
番
目
が
卸
売

業
、小
売
業
で
全
体
の
約

12
％
、３
番
目
が
宿
泊
業
、

市
長

市
長

市
長

市
長

堀
田

堀
田

青
柳

青
柳

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
で
約
７
％

で
す
。

製
造
業
は
、市
外
か

ら
あ
わ
ら
市
に
多
く
の
人

が
働
き
に
来
て
い
る
。強
い

部
分
を
さ
ら
に
伸
ば
す
支

援
策
と
、今
後
新
た
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
支
援
策
は
何
か
。

既
存
の
企
業
誘
致

制
度
は
、特
定
地
域
の
み
で

あ
っ
た
対
象
を
市
内
全
域

と
し
、従
来
６
種
類
で
あ
っ

た
対
象
業
種
に
卸
売
業
、小

売
業
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
を
加
え
、よ
り
幅
広
い

新
た
な
支
援
制
度
を
検
討

し
ま
す
。

青
柳

市
長

北
浦 日

本
海
沿
岸
地
域
の

観
光
資
源
に
つ
い
て

本
市
を
訪
れ
た
人

数
は
県
内
市
町
と
の
比
較

で
は
ど
う
な
の
か
。

令
和
元
年
度
に
お

け
る
本
市
の
入
込
客
数
は

約
１
７
０
万
４
千
人
で
県

内
17
市
町
の
中
で
11
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
ら
温
泉
の
観

光
目
的
化
か
ら
、あ
わ
ら
市

全
体
を
観
光
目
的
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
、市
内
全
域

の
観
光
資
源
を
活
か
し
た

観
光
施
策
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

市
内
を
北

潟
湖
、吉
崎
・
細
呂
木
、丘
陵

地
、森
林
、田
園
、金
津
ま
ち

な
か
、湯
の
ま
ち
、の
七
つ
の

エ
リ
ア
に
分
類
し
、体
験
・

北
浦

北
浦

堀
田

堀
田

堀
田 休

校
利
活
用
と
地

域
活
性
化
に
つ
い
て

経
済
産
業
部
長

人
口
減
少
に
お
け
る

保
育
所
の
在
り
方
に

つ
い
て

福
井
県
観
光
客
入
込
数

（
推
計
）か
ら
見
た
あ
わ

ら
市
の
課
題
に
つ
い
て

金
の
増
額
の
申
し
入
れ
を

し
た
の
は
工
事
費
の
高
騰

と
、本
来
、市
が
負
担
す
べ

き
工
事
費
の
１
千
１
２
６

万
円
が
三
丹
本
店
に
付
け

替
え
ら
れ
て
い
た
た
め
と
聞

き
、調
査
を
求
め
た
が
、証

拠
と
な
る
議
事
録
が
全
然

な
く
、信
じ
ら
れ
な
い
事
態

が
判
明
し
た
。新
幹
線
ま
ち

づ
く
り
課
で
工
事
区
分
お

よ
び
金
額
の
精
査
を
し
て

ほ
し
い
。

　
な
ぜ
、議
事
録
が
な
い
の

か
。

工
事
に
関

す
る
こ
と
は
、内
装
、外
装

業
者
の
記
録
と
い
う
こ
と

で
、や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ

と
は
確
認
し
て
い
ま
す
。（
議

事
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
回

答
無
し
）経

費
を
か
け
る
理

由
が
あ
る
な
ら
ば
、開
業
ま

で
１
年
４
か
月
も
あ
る
の
で

選
定
か
ら
２
年
、

オ
ー
プ
ン
４
か
月
前
に
な
ぜ

契
約
の
協
議
を
打
ち
切
っ

た
の
か
。三

丹
本
店
か
ら
、出

店
費
用
が
工
事
費
の
純
増

部
分
と
資
材
高
騰
に
よ
り
、

当
初
予
定
し
た
６
千
万
円

の
倍
の
１
億
２
千
万
円
に
な

る
た
め
、２
千
３
０
０
万
円

の
補
助
金
の
追
加
を
お
願
い

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。補
助
金
の
増
額
分

の
精
査
と
な
れ
ば
、相
当
の

時
間
を
要
し
、本
体
の
工
事

に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
次
点
優
秀
者
が

補
助
金
４
千
万
円
で
出
展

可
能
と
の
こ
と
か
ら
、三
丹

本
店
に
は
増
額
は
で
き
な
い

と
伝
え
、経
営
も
心
配
で
あ

る
た
め
出
店
を
引
き
返
し

て
は
ど
う
か
と
伝
え
ま
し

た
。

三
丹
本
店
が
補
助

補
正
予
算
を
上
程
で
き
る
。

な
ぜ
工
期
を
延
長
し
て
対

応
し
な
い
の
か
。

融
資
と
国
庫
補
助

の
合
計
額
が
工
事
費
に
満

た
な
か
っ
た
場
合
、市
が
追

加
の
財
政
支
出
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

や
、融
資
と
国
庫
補
助
の
結

果
を
待
っ
て
工
事
を
行
う

と
、オ
ー
プ
ン
が
最
悪
半
年

遅
延
す
る
た
め
で
す
。

裁
判
で
市
長
は
99
％

勝
て
る
と
言
っ
て
い
る
が
、最

悪
の
１
％
で
負
け
た
場
合

は
、裁
判
所
の
指
示
に
従
う

と
い
う
こ
と
か
。

い
ろ
い
ろ
な
内
容
を

精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

粛
々
と
進
め
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。ア

フ
レ
ア
１
階
へ
の

コ
ン
ビ
ニ
出
店
で
は
絶
対
駄

目
で
す
。

市
長

市
長

市
長

笹
原

笹
原

笹
原

笹
原

笹
原

経
済
産
業
部
長

旅
行
に
行
き
た
い

国
ラ
ン
キ
ン
グ
世
界
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
、通
称
ダ
ボ
ス

会
議
で
世
界
か
ら
得
た
日

本
の
評
価
で
あ
る
。イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

意
識
は
あ
る
の
か
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

あ
わ
ら
市
に
も
、他

の
場
所
と
比
較
し
た
強
み

が
あ
る
。梅
雨
ど
き
の
日
照

時
間
が
長
い
、大
地
を
え
ぐ

る
よ
う
に
湖
が
あ
る
、他
と

比
べ
代
え
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。

　
今
後
更
に
１
歩
も
２
歩

も
進
ん
だ
強
み
を
活
か
し

た
戦
略
が
必
要
と
な
る
。

市
長

市
長

青
柳

青
柳

市
長

経
済
産
業
部
長

員
会
が
協
定
を
結
び
、毎
年

多
く
の
小
学
校
が
自
然
観

察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

芦
原
海
岸
一
帯
の
い

わ
ゆ
る
浜
文
化
の
発
掘
と

継
承
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

当
該
地
域
に
お

け
る
コ
ウ
ナ
ゴ
漁
や
製
塩

業
、北
前
船
に
関
す
る
も
の

な
ど
、市
内
の
他
の
地
域
と

は
異
な
る
特
徴
的
な
文
化
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。今
後
、市
内
全
域
の
文

化
財
の
把
握
を
行
い
、ど
の

よ
う
に
保
護
し
、活
用
し
て

い
く
か
を
示
す
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
の
策
定
準

備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
上
で
、企
画
展
や
講

座
の
開
催
等
を
通
じ
、芦
原

海
岸
一
帯
の
文
化
に
つ
い
て

情
報
発
信
や
、文
化
の
継
承

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

教
育
長

北
浦 北

浦 

博
憲 

議
員

堀
田
あ
け
み 

議
員

青
柳 

篤
始 

議
員

・
休
校
利
活
用
と

　
　地
域
活
性
化
に
つ
い
て

・
人
口
減
少
に
お
け
る

  

保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
あ
わ
ら
市
の
強
み
を
活
か
し
た

　
　
　

  

地
域
経
済
振
興
策
と
は

・
強
み
を
活
か
し
た
観
光
戦
略

笹
原 

幸
信 

議
員

・
ア
フ
レ
ア
内
、出
店
予
定
の

　
　

 
事
業
者
変
更
に
つ
い
て

・
福
井
県
観
光
客
入
込
数（
推
計
）

　
　か
ら
見
た「
あ
わ
ら
市
」の

　
　
　
　
　
　
　

 

課
題
に
つ
い
て

・
日
本
海
沿
岸
地
域
の

　
　
　
　観
光
資
源
に
つ
い
て
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体
感
・
滞
在
型
観
光
を
基
軸

に
、特
色
が
際
立
つ
エ
リ
ア

観
光
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、七
つ
の
エ
リ
ア

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、周

遊
・
滞
在
型
の
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
自
然

が
残
る
北
潟
国
有
林
内
の

自
然
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に

ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
、活

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

「
北
潟
の
森
協
議

会
」が
、平
成
15
年
に
福
井

森
林
管
理
署
と
協
定
を
結

び
、国
有
林
の
整
備
等
を
含

め
た
森
林
づ
く
り
活
動
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
は
、福
井
森

林
管
理
署
と
本
市
教
育
委

児
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、保

育
所
が
過
剰
と
な
る
時
代

が
到
来
す
る
と
思
う
が
、ど

の
よ
う
に
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
。市

は
こ
れ
ま
で
も
区

域
ご
と
に
、こ
ど
も
園
の
定

員
数
を
調
整
し
、充
足
率
を

上
げ
健
全
な
運
営
維
持
が

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。ま
た
、定
員
が
減

る
こ
と
に
よ
る
こ
ど
も
園
の

空
き
教
室
の
活
用
や
保
育

教
諭
の
人
材
活
用
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
ま
す
。　

今
か
ら
地
域
ご
と

に
異
な
る
具
体
的
状
況
に

応
じ
た
保
育
の
在
り
方
の

検
討
や
、各
保
育
所
等
の
状

況
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能

な
保
育
提
供
体
制
づ
く
り

を
計
画
的
に
行
う
べ
き
と

考
え
る
。

休
校
・
廃
校
に
つ
い

て
、今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。例

え
ば
、校
舎
を

使
っ
て
の
宿
泊
施
設
や
大

規
模
改
修
を
行
う
た
め
に

は
、廃
校
と
す
る
必
要
が
あ

り
、時
期
に
つ
い
て
は
活
動

団
体
の
思
い
を
十
分
に
聞
い

た
上
で
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。新

郷
・
波
松
は
過
疎

債
、吉
崎
は
辺
地
債
を
利
用

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

３
校
共
に
過
疎
地

域
、辺
地
の
対
象
区
域
に
な

る
こ
と
か
ら
最
大
限
に
利

用
し
、利
活
用
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

初
期
投
資
等
の
支

援
を
行
い
、今
後
、活
用
団

体
の
採
算
が
見
込
め
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
考
え
は
あ

る
か
。

休
校
施
設
の
運
営

に
つ
い
て
は
、各
団
体
に
中

心
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動

が
主
流
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、現
在
の
体
制
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
事
業
へ
の

民
間
活
力
の
投
入
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
、民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
資
金
の
活
用
を
通
じ

て
運
営
の
効
率
化
や
財
政

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
園

第
２
次
あ
わ
ら
市

総
合
振
興
計
画
の
経
済
産

業
に
お
け
る
地
域
振
興
策

と
は
何
か
。

経
済
産
業
分
野
は

施
策
の
柱
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
お
り
、観
光
の
振
興
、

農
業
・
林
業
・
水
産
業
の
振

興
、工
業
、商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
振
興
な
ど
、八
つ
の
基

本
施
策
と
そ
の
方
針
及
び

事
務
事
業
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

産
業
構
造
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
セ
ン

サ
ス
調
査
の
売
上
高
に
つ
い

て
は
、市
内
産
業
全
体
で
約

２
，１
４
１
億
円
、そ
の
う
ち

製
造
業
が
全
体
の
約
60
％

を
占
め
ト
ッ
プ
と
な
り
ま

す
。続
い
て
、２
番
目
が
卸
売

業
、小
売
業
で
全
体
の
約

12
％
、３
番
目
が
宿
泊
業
、

市
長

市
長

市
長

市
長

堀
田

堀
田

青
柳

青
柳

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
で
約
７
％

で
す
。

製
造
業
は
、市
外
か

ら
あ
わ
ら
市
に
多
く
の
人

が
働
き
に
来
て
い
る
。強
い

部
分
を
さ
ら
に
伸
ば
す
支

援
策
と
、今
後
新
た
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
支
援
策
は
何
か
。

既
存
の
企
業
誘
致

制
度
は
、特
定
地
域
の
み
で

あ
っ
た
対
象
を
市
内
全
域

と
し
、従
来
６
種
類
で
あ
っ

た
対
象
業
種
に
卸
売
業
、小

売
業
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
を
加
え
、よ
り
幅
広
い

新
た
な
支
援
制
度
を
検
討

し
ま
す
。

青
柳

市
長

北
浦 日

本
海
沿
岸
地
域
の

観
光
資
源
に
つ
い
て

本
市
を
訪
れ
た
人

数
は
県
内
市
町
と
の
比
較

で
は
ど
う
な
の
か
。

令
和
元
年
度
に
お

け
る
本
市
の
入
込
客
数
は

約
１
７
０
万
４
千
人
で
県

内
17
市
町
の
中
で
11
番
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
ら
温
泉
の
観

光
目
的
化
か
ら
、あ
わ
ら
市

全
体
を
観
光
目
的
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
、市
内
全
域

の
観
光
資
源
を
活
か
し
た

観
光
施
策
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

市
内
を
北

潟
湖
、吉
崎
・
細
呂
木
、丘
陵

地
、森
林
、田
園
、金
津
ま
ち

な
か
、湯
の
ま
ち
、の
七
つ
の

エ
リ
ア
に
分
類
し
、体
験
・

北
浦

北
浦

堀
田

堀
田

堀
田 休

校
利
活
用
と
地

域
活
性
化
に
つ
い
て

経
済
産
業
部
長

人
口
減
少
に
お
け
る

保
育
所
の
在
り
方
に

つ
い
て

福
井
県
観
光
客
入
込
数

（
推
計
）か
ら
見
た
あ
わ

ら
市
の
課
題
に
つ
い
て

金
の
増
額
の
申
し
入
れ
を

し
た
の
は
工
事
費
の
高
騰

と
、本
来
、市
が
負
担
す
べ

き
工
事
費
の
１
千
１
２
６

万
円
が
三
丹
本
店
に
付
け

替
え
ら
れ
て
い
た
た
め
と
聞

き
、調
査
を
求
め
た
が
、証

拠
と
な
る
議
事
録
が
全
然

な
く
、信
じ
ら
れ
な
い
事
態

が
判
明
し
た
。新
幹
線
ま
ち

づ
く
り
課
で
工
事
区
分
お

よ
び
金
額
の
精
査
を
し
て

ほ
し
い
。

　
な
ぜ
、議
事
録
が
な
い
の

か
。

工
事
に
関

す
る
こ
と
は
、内
装
、外
装

業
者
の
記
録
と
い
う
こ
と

で
、や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ

と
は
確
認
し
て
い
ま
す
。（
議

事
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
回

答
無
し
）経

費
を
か
け
る
理

由
が
あ
る
な
ら
ば
、開
業
ま

で
１
年
４
か
月
も
あ
る
の
で

選
定
か
ら
２
年
、

オ
ー
プ
ン
４
か
月
前
に
な
ぜ

契
約
の
協
議
を
打
ち
切
っ

た
の
か
。三

丹
本
店
か
ら
、出

店
費
用
が
工
事
費
の
純
増

部
分
と
資
材
高
騰
に
よ
り
、

当
初
予
定
し
た
６
千
万
円

の
倍
の
１
億
２
千
万
円
に
な

る
た
め
、２
千
３
０
０
万
円

の
補
助
金
の
追
加
を
お
願
い

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。補
助
金
の
増
額
分

の
精
査
と
な
れ
ば
、相
当
の

時
間
を
要
し
、本
体
の
工
事

に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
次
点
優
秀
者
が

補
助
金
４
千
万
円
で
出
展

可
能
と
の
こ
と
か
ら
、三
丹

本
店
に
は
増
額
は
で
き
な
い

と
伝
え
、経
営
も
心
配
で
あ

る
た
め
出
店
を
引
き
返
し

て
は
ど
う
か
と
伝
え
ま
し

た
。

三
丹
本
店
が
補
助

補
正
予
算
を
上
程
で
き
る
。

な
ぜ
工
期
を
延
長
し
て
対

応
し
な
い
の
か
。

融
資
と
国
庫
補
助

の
合
計
額
が
工
事
費
に
満

た
な
か
っ
た
場
合
、市
が
追

加
の
財
政
支
出
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

や
、融
資
と
国
庫
補
助
の
結

果
を
待
っ
て
工
事
を
行
う

と
、オ
ー
プ
ン
が
最
悪
半
年

遅
延
す
る
た
め
で
す
。

裁
判
で
市
長
は
99
％

勝
て
る
と
言
っ
て
い
る
が
、最

悪
の
１
％
で
負
け
た
場
合

は
、裁
判
所
の
指
示
に
従
う

と
い
う
こ
と
か
。

い
ろ
い
ろ
な
内
容
を

精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

粛
々
と
進
め
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。ア

フ
レ
ア
１
階
へ
の

コ
ン
ビ
ニ
出
店
で
は
絶
対
駄

目
で
す
。

市
長

市
長

市
長

笹
原

笹
原

笹
原

笹
原

笹
原

経
済
産
業
部
長

旅
行
に
行
き
た
い

国
ラ
ン
キ
ン
グ
世
界
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
、
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
、通
称
ダ
ボ
ス

会
議
で
世
界
か
ら
得
た
日

本
の
評
価
で
あ
る
。イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

意
識
は
あ
る
の
か
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

あ
わ
ら
市
に
も
、他

の
場
所
と
比
較
し
た
強
み

が
あ
る
。梅
雨
ど
き
の
日
照

時
間
が
長
い
、大
地
を
え
ぐ

る
よ
う
に
湖
が
あ
る
、他
と

比
べ
代
え
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。

　
今
後
更
に
１
歩
も
２
歩

も
進
ん
だ
強
み
を
活
か
し

た
戦
略
が
必
要
と
な
る
。

市
長

市
長

青
柳

青
柳

市
長

経
済
産
業
部
長

員
会
が
協
定
を
結
び
、毎
年

多
く
の
小
学
校
が
自
然
観

察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

芦
原
海
岸
一
帯
の
い

わ
ゆ
る
浜
文
化
の
発
掘
と

継
承
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

当
該
地
域
に
お

け
る
コ
ウ
ナ
ゴ
漁
や
製
塩

業
、北
前
船
に
関
す
る
も
の

な
ど
、市
内
の
他
の
地
域
と

は
異
な
る
特
徴
的
な
文
化
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。今
後
、市
内
全
域
の
文

化
財
の
把
握
を
行
い
、ど
の

よ
う
に
保
護
し
、活
用
し
て

い
く
か
を
示
す
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
の
策
定
準

備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
上
で
、企
画
展
や
講

座
の
開
催
等
を
通
じ
、芦
原

海
岸
一
帯
の
文
化
に
つ
い
て

情
報
発
信
や
、文
化
の
継
承

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

教
育
長

北
浦 北

浦 

博
憲 

議
員

堀
田
あ
け
み 

議
員

青
柳 

篤
始 

議
員

・
休
校
利
活
用
と

　
　地
域
活
性
化
に
つ
い
て

・
人
口
減
少
に
お
け
る

  

保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
あ
わ
ら
市
の
強
み
を
活
か
し
た

　
　
　

  

地
域
経
済
振
興
策
と
は

・
強
み
を
活
か
し
た
観
光
戦
略

笹
原 

幸
信 

議
員

・
ア
フ
レ
ア
内
、出
店
予
定
の

　
　

 

事
業
者
変
更
に
つ
い
て

・
福
井
県
観
光
客
入
込
数（
推
計
）

　
　か
ら
見
た「
あ
わ
ら
市
」の

　
　
　
　
　
　
　

 

課
題
に
つ
い
て

・
日
本
海
沿
岸
地
域
の

　
　
　
　観
光
資
源
に
つ
い
て
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湯かけまつり

千
万
円
と
い
っ
て
も
、湯
か

け
祭
り
な
ど
の
例
年
の
イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
補
助
金
を
除

く
と
、独
自
に
使
え
る
金
額

は
３
０
０
万
円
程
度
で
あ

り
、百
年
に
一
度
の
好
機
で

あ
る
新
幹
線
開
業
や
、こ
れ

ま
で
の
開
湯
記
念
祭
と
比

較
し
て
も
、金
額
が
少
な
す

ぎ
る
。国
や
県
の
補
助
金
、

過
疎
債
の
利
用
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
財
源
を
フ
ル
活
用
し

て
、も
っ
と
前
向
き
に
上
向

き
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
は
適
切

だ
と
考
え
る
が
、旅
行
商
品

開
発
に
は
時
間
が
か
か
る

の
で
、早
急
に
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、一
般
市
民
の

お
も
て
な
し
の
心
の
醸
成
も

重
要
で
あ
る
。

　
開
湯
１
４
０
周
年
祭
に

つ
い
て
、実
施
体
制
や
事
業

内
容
、事
業
費
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

実
施
体
制

は
、市
と
旅
館
組
合
、観
光

協
会
を
事
務
局
と
し
、商
工

会
等
を
含
め
た
実
行
委
員

会
を
設
置
し
、誘
客
を
促
す

旅
行
商
品
に
直
結
す
る
企

画
を
メ
イ
ン
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。総
事
業
費
は

２
千
万
円
程
度
で
、そ
の
う

ち
市
の
補
助
金
は
１
千
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
の
補
助
金
は
１

福
井
県
随
一
の
あ
わ

ら
温
泉
は
、明
治
16
年
に
開

湯
し
令
和
５
年
に
開
湯
１

４
０
周
年
を
迎
え
る
が
、開

湯
記
念
祭
の
実
施
に
つ
い
て

は
、北
陸
新
幹
線
県
内
開
業

の
時
期
と
の
関
係
か
ら
、開

業
前
後
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

や
、道
の
駅
蓮
如
の
里
あ
わ

ら
や
ア
フ
レ
ア
の
オ
ー
プ

ン
、令
和
６
年
10
月
か
ら
の

北
陸
Ｄ
Ｃ
な
ど
と
組
み
合

せ
、新
幹
線
開
業
効
果
を
最

大
限
に
享
受
で
き
る
仕
掛

け
が
必
要
で
あ
る
が
、開
湯

記
念
祭
の
実
施
時
期
を
い

つ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
９
月
か

ら
10
月
頃
を
予
定
し
て
お

り
、イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

旅
行
会
社
と
の
提
携
に
よ

る
記
念
旅
行
商
品
の
開
発

を
メ
イ
ン
に
し
、市
民
の
新

幹
線
開
業
機
運
醸
成
も
図

検
針
業
務
の
負
担

が
無
く
な
り
、市
の
福
祉
部

門
と
の
連
携
で
高
齢
者
の

安
否
確
認
が
出
来
る
な
ど

の
利
点
が
あ
る
。導
入
の
検

討
を
求
め
る
。防

災
や
福
祉

面
に
お
い
て
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、多

額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

現
時
点
で
の
導
入
は
時
期

尚
早
で
す
。今
後
は
、国
の

補
助
金
な
ど
財
源
が
で
き

れ
ば
実
証
効
果
を
検
証
し
、

導
入
の
検
討
を
図
り
ま
す
。

市
の
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
策
定
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

年
度
内
に
は
策
定
で
き
る

の
か
。

県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
に
参
加
し
、処
理
計
画
策

定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。地
域
防
災
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、今

年
度
末
の
策
定
を
目
指
し

取
り
組
み
ま
す
。

県
及
び
市
内
の
産

廃
処
理
事
業
者
と
の
災
害

時
応
援
の
協
議
は
進
め
て

い
る
の
か
。産

廃
事
業
者
と
の

処
理
に
関
す
る
協
定
の
締

結
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

県
産
業
資
源
循
環
協
会
と
、

受
入
れ
、分
別
、処
分
等
を

行
う
協
定
を
年
度
内
に
締

結
す
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。高

額
な
生
ワ
ク
チ

ン
や
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
る
。

国
で
定
期

接
種
に
向
け
た
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、そ
の

動
向
を
注
視
し
、安
心
し
て

接
種
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
検
討
し
ま
す
。

土
木
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

平
野

平
野

平
野 水

道
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
導
入

平
野 帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成

災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
に
つ
い
て

の
業
者
か
ら
見
積
徴
取
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、参
考
見
積
書
の

提
出
を
依
頼
さ
れ
た
業
者

が
落
札
し
て
い
る
事
例
が

多
い
と
い
う
声
も
耳
に
す

る
。参
考
見
積
書
提
出
者
と

落
札
者
が
同
一
で
あ
る
確
率

や
頻
度
な
ど
の
実
態
調
査

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
り
正
確
な

執
行
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
調
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

そ
の
他
、道
の
駅「
蓮
如

の
里
あ
わ
ら
」開
業
に
む
け

て
の
施
設
運
営
整
備
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

見
積
書
な
ど
に
よ
り
金
額

の
妥
当
性
を
判
断
し
ま
す
。

新
規
事
業
な
ど
定

例
的
で
な
い
歳
出
予
算
要

求
査
定
で
の
補
足
資
料
と

し
て
、参
考
見
積
書
を
取
る

場
合
の
決
ま
り
は
ど
の
よ

う
か
。

参
考
見
積
書

を
は
じ
め
と
す
る
査
定
資

料
に
関
す
る
特
段
の
決
ま

り
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。業

者
の
過
去
の
実
績
や
営
業

努
力
、競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
有
無
な
ど
を
考

慮
し
て
、１
社
ま
た
は
複
数

の
業
者
か
ら
徴
収
す
る
形
が

一
般
的
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

定
例
的
で
な
い
事

業
や
新
規
事
業
に
お
い
て

は
、特
に
市
場
価
格
調
査
が

必
要
と
考
え
る
。１
社
の
参

考
見
積
書
で
は
市
場
価
格

調
査
と
は
言
い
難
く
、複
数

歳
出
予
算
作
成（
予

算
調
製
）の
流
れ
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

予
算
編
成
は

お
お
む
ね
各
課
か
ら
の
予
算

要
求
か
ら
始
ま
り
、財
政
課

査
定
、市
長
査
定
、予
算
案

の
決
定
、議
会
へ
の
提
出
と

い
う
流
れ
で
進
め
ら
れ
ま

す
。

財
政
課
査
定
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

ヒ
ア
リ
ン
グ

形
式
で
行
い
、予
算
要
求
書

の
ほ
か
、事
業
の
詳
細
や
金

額
の
積
算
根
拠
な
ど
が
分

か
る
補
足
資
料
を
用
い
て

行
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

成
果
や
期
待
す
る
効
果
、必

要
性
を
、ま
た
、要
求
額
に

つ
い
て
は
、特
定
財
源
の
有

無
や
前
年
度
と
の
比
較
、過

去
の
実
績
、設
計
書
や
参
考

室
谷

室
谷

室
谷

室
谷

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

島
田

経
済
産
業
部
長

島
田

島
田

業
者
選
定
か
ら
２

年
、森
市
長
に
な
っ
て
か
ら

10
か
月
近
く
た
ち
、今
に

な
っ
て
事
業
者
変
更
は
お

か
し
い
と
思
う
。

　
ま
た
、三
丹
本
店
は
令
和

３
年
、大
雪
で
国
道
８
号
が

渋
滞
し
て
い
る
と
き
に
、市

の
要
請
で
急
遽
、弁
当
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、ま
た
、

市
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。こ

こ
で
あ
っ
さ
り
と
切
る
の
で

は
な
く
、も
っ
と
人
情
的
に

お
互
い
に
話
合
い
を
し
な
が

ら
、一
緒
に
考
え
て
あ
げ
る

く
ら
い
の
気
持
ち
は
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
。

　
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
起
爆

剤
が
ア
フ
レ
ア
だ
と
私
は

思
っ
て
お
り
、市
民
も
私
も

期
待
し
て
い
た
だ
け
に
大
変

残
念
で
あ
る
。

ア
フ
レ
ア
の
管
理
運

営
は
一
般
社
団
法
人
ア
フ
レ

ア
が
管
理
運
営
し
て
い
く

が
、ア
フ
レ
ア
内
の
各
施
設

の
機
能
向
上
や
円
滑
な
運

営
を
し
っ
か
り
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　
ア
フ
レ
ア
内
に
入
る
各

施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

ま
だ
具
体
化
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、カ
フ
ェ
、

物
販
の
部
分
、管
理
運
営
の

一
般
社
団
法
人
の
部
分
、活

性
化
委
員
会
の
部
分
、そ
し

て
利
用
者
の
部
分
な
ど
、

し
っ
か
り
と
話
合
い
や
情
報

が
共
有
で
き
、不
都
合
が
あ

れ
ば
ど
う
解
決
す
る
か
を

考
え
る
場
と
い
う
の
が
必
要

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
道

の
駅
に
つ
き
ま
し
て
は
、ア

ワ
ラ
ン
ニ
ン
グ
合
同
会
社
と

文
化
興
隆
財
団
、吉
崎
区
、

そ
し
て
市
と
が
定
期
的
に
集

ま
り
進
捗
状
況
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
て
い
ま
す
の

で
、ア
フ
レ
ア
で
も
同
じ
よ

う
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
内
周
辺
施
設
と

の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

訪
れ
た
方
に
魅

力
あ
る
周
辺
施
設
や
地
域

を
ど
う
伝
え
る
か
作
戦
が

必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、こ
れ
か
ら

手
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、移
動
手
段
も
大
事

で
あ
る
た
め
、現
在
タ
ク

シ
ー
を
使
っ
た
新
し
い
観
光

客
向
け
の
二
次
交
通
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田

吉
田

副
市
長

吉
田

副
市
長

・
あ
わ
ら
温
泉
開
湯

　
１
４
０
周
年
記
念
祭
の

　
　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

室
谷
陽
一
郎 

議
員

・
新
規
事
業
な
ど
定
例
的
で
な
い

　
　
　
歳
出
予
算
作
成
に
つ
い
て

平
野 

時
夫 

議
員

・
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ
い
て

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

・
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
つ
い
て

島
田 

俊
哉 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

・「
ア
フ
レ
ア
」及
び
関
連
事
業
の

　
　
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

　
　
　
　  
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
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湯かけまつり

千
万
円
と
い
っ
て
も
、湯
か

け
祭
り
な
ど
の
例
年
の
イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
補
助
金
を
除

く
と
、独
自
に
使
え
る
金
額

は
３
０
０
万
円
程
度
で
あ

り
、百
年
に
一
度
の
好
機
で

あ
る
新
幹
線
開
業
や
、こ
れ

ま
で
の
開
湯
記
念
祭
と
比

較
し
て
も
、金
額
が
少
な
す

ぎ
る
。国
や
県
の
補
助
金
、

過
疎
債
の
利
用
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
財
源
を
フ
ル
活
用
し

て
、も
っ
と
前
向
き
に
上
向

き
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
時
期
は
適
切

だ
と
考
え
る
が
、旅
行
商
品

開
発
に
は
時
間
が
か
か
る

の
で
、早
急
に
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。ま
た
、一
般
市
民
の

お
も
て
な
し
の
心
の
醸
成
も

重
要
で
あ
る
。

　
開
湯
１
４
０
周
年
祭
に

つ
い
て
、実
施
体
制
や
事
業

内
容
、事
業
費
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

実
施
体
制

は
、市
と
旅
館
組
合
、観
光

協
会
を
事
務
局
と
し
、商
工

会
等
を
含
め
た
実
行
委
員

会
を
設
置
し
、誘
客
を
促
す

旅
行
商
品
に
直
結
す
る
企

画
を
メ
イ
ン
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。総
事
業
費
は

２
千
万
円
程
度
で
、そ
の
う

ち
市
の
補
助
金
は
１
千
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
の
補
助
金
は
１

福
井
県
随
一
の
あ
わ

ら
温
泉
は
、明
治
16
年
に
開

湯
し
令
和
５
年
に
開
湯
１

４
０
周
年
を
迎
え
る
が
、開

湯
記
念
祭
の
実
施
に
つ
い
て

は
、北
陸
新
幹
線
県
内
開
業

の
時
期
と
の
関
係
か
ら
、開

業
前
後
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

や
、道
の
駅
蓮
如
の
里
あ
わ

ら
や
ア
フ
レ
ア
の
オ
ー
プ

ン
、令
和
６
年
10
月
か
ら
の

北
陸
Ｄ
Ｃ
な
ど
と
組
み
合

せ
、新
幹
線
開
業
効
果
を
最

大
限
に
享
受
で
き
る
仕
掛

け
が
必
要
で
あ
る
が
、開
湯

記
念
祭
の
実
施
時
期
を
い

つ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
９
月
か

ら
10
月
頃
を
予
定
し
て
お

り
、イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

旅
行
会
社
と
の
提
携
に
よ

る
記
念
旅
行
商
品
の
開
発

を
メ
イ
ン
に
し
、市
民
の
新

幹
線
開
業
機
運
醸
成
も
図

検
針
業
務
の
負
担

が
無
く
な
り
、市
の
福
祉
部

門
と
の
連
携
で
高
齢
者
の

安
否
確
認
が
出
来
る
な
ど

の
利
点
が
あ
る
。導
入
の
検

討
を
求
め
る
。防

災
や
福
祉

面
に
お
い
て
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、多

額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

現
時
点
で
の
導
入
は
時
期

尚
早
で
す
。今
後
は
、国
の

補
助
金
な
ど
財
源
が
で
き

れ
ば
実
証
効
果
を
検
証
し
、

導
入
の
検
討
を
図
り
ま
す
。

市
の
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
策
定
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

年
度
内
に
は
策
定
で
き
る

の
か
。

県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
に
参
加
し
、処
理
計
画
策

定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。地
域
防
災
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、今

年
度
末
の
策
定
を
目
指
し

取
り
組
み
ま
す
。

県
及
び
市
内
の
産

廃
処
理
事
業
者
と
の
災
害

時
応
援
の
協
議
は
進
め
て

い
る
の
か
。産

廃
事
業
者
と
の

処
理
に
関
す
る
協
定
の
締

結
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

県
産
業
資
源
循
環
協
会
と
、

受
入
れ
、分
別
、処
分
等
を

行
う
協
定
を
年
度
内
に
締

結
す
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。高

額
な
生
ワ
ク
チ

ン
や
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
る
。

国
で
定
期

接
種
に
向
け
た
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、そ
の

動
向
を
注
視
し
、安
心
し
て

接
種
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
検
討
し
ま
す
。

土
木
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

平
野

平
野

平
野 水

道
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
導
入

平
野 帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成

災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
に
つ
い
て

の
業
者
か
ら
見
積
徴
取
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
一
方
で
、参
考
見
積
書
の

提
出
を
依
頼
さ
れ
た
業
者

が
落
札
し
て
い
る
事
例
が

多
い
と
い
う
声
も
耳
に
す

る
。参
考
見
積
書
提
出
者
と

落
札
者
が
同
一
で
あ
る
確
率

や
頻
度
な
ど
の
実
態
調
査

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
り
正
確
な

執
行
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
調
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

そ
の
他
、道
の
駅「
蓮
如

の
里
あ
わ
ら
」開
業
に
む
け

て
の
施
設
運
営
整
備
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

見
積
書
な
ど
に
よ
り
金
額

の
妥
当
性
を
判
断
し
ま
す
。

新
規
事
業
な
ど
定

例
的
で
な
い
歳
出
予
算
要

求
査
定
で
の
補
足
資
料
と

し
て
、参
考
見
積
書
を
取
る

場
合
の
決
ま
り
は
ど
の
よ

う
か
。

参
考
見
積
書

を
は
じ
め
と
す
る
査
定
資

料
に
関
す
る
特
段
の
決
ま

り
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。業

者
の
過
去
の
実
績
や
営
業

努
力
、競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
有
無
な
ど
を
考

慮
し
て
、１
社
ま
た
は
複
数

の
業
者
か
ら
徴
収
す
る
形
が

一
般
的
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

定
例
的
で
な
い
事

業
や
新
規
事
業
に
お
い
て

は
、特
に
市
場
価
格
調
査
が

必
要
と
考
え
る
。１
社
の
参

考
見
積
書
で
は
市
場
価
格

調
査
と
は
言
い
難
く
、複
数

歳
出
予
算
作
成（
予

算
調
製
）の
流
れ
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

予
算
編
成
は

お
お
む
ね
各
課
か
ら
の
予
算

要
求
か
ら
始
ま
り
、財
政
課

査
定
、市
長
査
定
、予
算
案

の
決
定
、議
会
へ
の
提
出
と

い
う
流
れ
で
進
め
ら
れ
ま

す
。

財
政
課
査
定
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

ヒ
ア
リ
ン
グ

形
式
で
行
い
、予
算
要
求
書

の
ほ
か
、事
業
の
詳
細
や
金

額
の
積
算
根
拠
な
ど
が
分

か
る
補
足
資
料
を
用
い
て

行
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

成
果
や
期
待
す
る
効
果
、必

要
性
を
、ま
た
、要
求
額
に

つ
い
て
は
、特
定
財
源
の
有

無
や
前
年
度
と
の
比
較
、過

去
の
実
績
、設
計
書
や
参
考

室
谷

室
谷

室
谷

室
谷

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

島
田

経
済
産
業
部
長

島
田

島
田

業
者
選
定
か
ら
２

年
、森
市
長
に
な
っ
て
か
ら

10
か
月
近
く
た
ち
、今
に

な
っ
て
事
業
者
変
更
は
お

か
し
い
と
思
う
。

　
ま
た
、三
丹
本
店
は
令
和

３
年
、大
雪
で
国
道
８
号
が

渋
滞
し
て
い
る
と
き
に
、市

の
要
請
で
急
遽
、弁
当
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、ま
た
、

市
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。こ

こ
で
あ
っ
さ
り
と
切
る
の
で

は
な
く
、も
っ
と
人
情
的
に

お
互
い
に
話
合
い
を
し
な
が

ら
、一
緒
に
考
え
て
あ
げ
る

く
ら
い
の
気
持
ち
は
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
。

　
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
起
爆

剤
が
ア
フ
レ
ア
だ
と
私
は

思
っ
て
お
り
、市
民
も
私
も

期
待
し
て
い
た
だ
け
に
大
変

残
念
で
あ
る
。

ア
フ
レ
ア
の
管
理
運

営
は
一
般
社
団
法
人
ア
フ
レ

ア
が
管
理
運
営
し
て
い
く

が
、ア
フ
レ
ア
内
の
各
施
設

の
機
能
向
上
や
円
滑
な
運

営
を
し
っ
か
り
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　
ア
フ
レ
ア
内
に
入
る
各

施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

ま
だ
具
体
化
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、カ
フ
ェ
、

物
販
の
部
分
、管
理
運
営
の

一
般
社
団
法
人
の
部
分
、活

性
化
委
員
会
の
部
分
、そ
し

て
利
用
者
の
部
分
な
ど
、

し
っ
か
り
と
話
合
い
や
情
報

が
共
有
で
き
、不
都
合
が
あ

れ
ば
ど
う
解
決
す
る
か
を

考
え
る
場
と
い
う
の
が
必
要

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
道

の
駅
に
つ
き
ま
し
て
は
、ア

ワ
ラ
ン
ニ
ン
グ
合
同
会
社
と

文
化
興
隆
財
団
、吉
崎
区
、

そ
し
て
市
と
が
定
期
的
に
集

ま
り
進
捗
状
況
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
て
い
ま
す
の

で
、ア
フ
レ
ア
で
も
同
じ
よ

う
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
内
周
辺
施
設
と

の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

訪
れ
た
方
に
魅

力
あ
る
周
辺
施
設
や
地
域

を
ど
う
伝
え
る
か
作
戦
が

必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、こ
れ
か
ら

手
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、移
動
手
段
も
大
事

で
あ
る
た
め
、現
在
タ
ク

シ
ー
を
使
っ
た
新
し
い
観
光

客
向
け
の
二
次
交
通
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田

吉
田

副
市
長

吉
田

副
市
長

・
あ
わ
ら
温
泉
開
湯

　
１
４
０
周
年
記
念
祭
の

　
　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

室
谷
陽
一
郎 

議
員

・
新
規
事
業
な
ど
定
例
的
で
な
い

　
　
　
歳
出
予
算
作
成
に
つ
い
て

平
野 

時
夫 

議
員

・
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ
い
て

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

・
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
つ
い
て

島
田 

俊
哉 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

・「
ア
フ
レ
ア
」及
び
関
連
事
業
の

　
　
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

　
　
　
　  

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
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討 論

ビ
ス
が
市
民
生
活
に
浸
透

し
、利
便
性
の
高
い
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

あ
わ
ら
市
に
お
い
て

Ｄ
Ｘ
で
解
決
す
べ
き
課
題
は

具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
衰
退
や
、健
康
寿
命
の
延

伸
、商
工
業
の
活
性
化
、Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
環

境
整
備
な
ど
多
く
の
問
題

を
把
握
し
て
い
ま
す
が
、そ

れ
ら
の
問
題
点
同
士
の
関

係
性
や
対
応
優
先
度
に
つ
い

て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
取
り
組
む
手

法
の
明
確
な
具
現
化
に
向

け
て
、洗
い
出
し
及
び
対
応

方
針
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
情

報
の
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
、Ｄ
Ｘ
の
手
法
を

用
い
て
で
き
る
だ
け
早
く
推

進
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

そ
の
よ
う
な
意
思
は
あ
る

か
。

市
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
の
方
法
や
、公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
も
重
要
な
こ
と

は
、行
政
と
市
民
が
し
っ
か

り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
と
、市
民
が
関

心
を
持
つ
本
当
に
知
り
た

い
情
報
を
市
側
が
出
し
、そ

れ
を
み
ん
な
で
議
論
す
る
こ

と
だ
と
思
う
。そ
れ
が
あ
わ

ら
市
の
風
土
に
な
っ
た
と
き

に
、あ
わ
ら
市
は
変
わ
る
と

感
じ
る
。

ア
フ
レ
ア
へ
の
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
・
物
販

店
の
出
店
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
の
進
捗
と
今

後
の
計
画
を
教
え
て
ほ
し

い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
職
員
研
修
や

勉
強
会
、及
び
各
課
か
ら
の

業
務
改
善
に
関
す
る
相
談

対
応
を
行
い
、課
題
解
決
に

対
す
る
意
識
改
革
を
促
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
向
け
に
は
、ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
よ
ろ
ず
相
談
所

を
開
設
し
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
及
び
来
年
度
は
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
関

す
る
事
業
を
中
心
に
進
め

な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
子
申
請
手
続
の
拡
充
を

進
め
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も

行
政
手
続
が
で
き
る
環
境

を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。多

く
の
技
術
や
便
利
な
サ
ー

市
長

平
野

三
上

三
上

三
上

三
上

あ
わ
ら
市
議
会
会
議
規
則
第
14
条
に
お
い
て
、
議
員
は

各
種
要
件
に
よ
り
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
員
発
議

新
幹
線
開
業
後
少
な
く
と
も
四
半
世
紀
は
、
関
西
・
中
京
と
の
つ
な
が

り
が
弱
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
特
急
を
存
続
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。

趣

旨
令
和
４
年
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

趣

旨

●
あ
わ
ら
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
年
12
月
期
の
期
末
手
当
を
１
．６
２
５
月
か
ら
１
．６
７
５
月
に
０
．０

５
か
月
分
引
き
上
げ
る
こ
と
と
併
せ
、
令
和
５
年
か
ら
は
、
６
月
期
と

12
月
期
を
平
準
化
し
、
期
末
手
当
を
１
．６
５
月
に
改
正
す
る
も
の
。

内

容
可
決

結

　果

陳情第４号  直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急
「サンダーバード」「しらさぎ」を、現行のまま存続させるよう、国に対する意見書を提出す
ることを求める陳情

陳情第４号  直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急
「サンダーバード」「しらさぎ」を、現行のまま存続させるよう、国に対する意見書を提出す
ることを求める陳情賛成

反対
議案第７５号  令和４年度あわら市一般会計補正予算（第５号）議案第７５号  令和４年度あわら市一般会計補正予算（第５号）
市民の苦しい生活を考えれば、今この時期に特別職の給与を引き上げるべきではない。

反対

発議第５号  あわら市議会の議員の議員
報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

発議第５号  あわら市議会の議員の議員
報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

市民の暮らし、特に、物価高騰が引き続き非常
に厳しい状況になっているということを考えれ
ば、議員の期末手当の引上げはやめるべき。

反対
議案第８０号  市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第８０号  市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
特別職の給与等については、今の厳しい状況を考えれば、上げるべきではない。

反対
議案第８３号  あわら市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について議案第８３号  あわら市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
６０歳を超えた職員の給与は引き下げずに、少しずつ上がっていく給与体系にすべき。

特急「サンダーバード」「しらさぎ」を現行のまま存続させるべき。

陳情第５号  最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書陳情第５号  最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書
賛成

最低賃金引上げと同時に、中小企業に対する支援も拡充すべきである。

物
価
高
騰
―
市
民
の

く
ら
し
応
援
を

市
民
の
安
全・安
心
の

た
め
に
街
灯
設
置
を

市
長

創
造
戦
略
部
長

街
灯
の
設
置
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。設
置
基
準

と
電
気
料
の
負
担
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。道

路
構
造
令

や
道
路
照
明
施
設
設
置
基

準
等
を
参
考
に
設
置
し
て

い
ま
す
。防
犯
灯
に
つ
い
て

は
、区
が
設
置
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
際
、集
落
内
は
３
割
、集

落
間
は
７
割
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
道
路
管
理
者
が
設
置
し

た
照
明
の
電
気
料
に
つ
い
て

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。市

民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
街
灯
を
増
や
す
べ

き
。ま
た
、区
の
防
犯
灯
の

電
気
料
に
つ
い
て
助
成
す
べ

き
だ
。

市
は
、ア
フ
レ
ア
へ

出
店
を
予
定
し
て
い
た
三

丹
本
店
と
の
協
議
を
打
ち

切
り
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
金
沢
の
コ
ン
ビ

ニ
の
少
し
大
き
い
も
の
の
出

店
を
さ
せ
る
と
の
こ
と
だ

が
、「
な
ぜ
、ア
フ
レ
ア
の
メ

イ
ン
が
コ
ン
ビ
ニ
な
の
か
」

な
ど
市
民
か
ら
批
判
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　な
ぜ
三
丹
と
の
協
議
を
打

ち
切
る
の
か
、一
方
的
説
明
で

は
納
得
で
き
な
い
。三
丹
は

訴
訟
を
起
こ
し
て
お
り
、納

得
で
き
る
説
明
を
求
め
る
。

訴
訟
の
結
果
を

見
て
、議
会
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

燃
料
費
や
食
料
品

な
ど
が
値
上
げ
さ
れ
、市
民

の
く
ら
し
を
直
撃
し
て
い

る
。福
祉
灯
油
な
ど
、市
民

の
く
ら
し
を
支
え
る
施
策

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

物
価
高
に
対
す
る

家
計
支
援
と
し
て
、プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
や
電
子

ク
ー
ポ
ン
発
行
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、農
業
肥
料

の
購
入
支
援
や
小
規
模
事

業
者
へ
の
応
援
給
付
金
の
支

給
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

積
雪
期
を
控
え
て
、

く
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
。更
な
る
施
策
を
強
く

求
め
た
い
。

山
川

山
川

山
川

山
川

山
川

・
あ
わ
ら
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の

　
　
　 
進
捗
と
今
後
に
つ
い
て

市
長

副
市
長

土
木
部
長

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら

市
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会

や
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
・
陳
情

意
見
書
等

●
直
ち
に
特
急
乗
り
入
れ
工
事
を
中
止
し
、北
陸
新
幹
線
が
大
阪
へ
延
伸
す

る
ま
で
、特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」「
し
ら
さ
ぎ
」を
、現
行
の
ま
ま
存
続

さ
せ
る
よ
う
、国
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

特
急
存
続
を
求
め
る
有
志
代
表
　
橋
川
　
洋

提
出
者

不
採
択

結

　果
最
低
賃
金
の
地
域
格
差
を
な
く
し
、
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
実
現
さ
せ
る
た
め
。

趣

旨
福
井
県
労
働
組
合
総
連
合
　
　
議
長
　
鈴
木
　
孝
典

提
出
者

不
採
択

結

　果

●
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

三
上 

寛
了 

議
員

・
物
価
高
騰
Ｉ
市
民
の
く
ら
し
応
援
を

・
ア
フ
レ
ア
へ
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・

　
　
　     

物
販
店
の
出
店
に
つ
い
て

・
市
民
の
安
全
・
安
心
の

　
　
　 

た
め
に
街
灯
設
置
を

山
川
知
一
郎 

議
員
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討 論

ビ
ス
が
市
民
生
活
に
浸
透

し
、利
便
性
の
高
い
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

あ
わ
ら
市
に
お
い
て

Ｄ
Ｘ
で
解
決
す
べ
き
課
題
は

具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
衰
退
や
、健
康
寿
命
の
延

伸
、商
工
業
の
活
性
化
、Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
環

境
整
備
な
ど
多
く
の
問
題

を
把
握
し
て
い
ま
す
が
、そ

れ
ら
の
問
題
点
同
士
の
関

係
性
や
対
応
優
先
度
に
つ
い

て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
取
り
組
む
手

法
の
明
確
な
具
現
化
に
向

け
て
、洗
い
出
し
及
び
対
応

方
針
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
情

報
の
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
、Ｄ
Ｘ
の
手
法
を

用
い
て
で
き
る
だ
け
早
く
推

進
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

そ
の
よ
う
な
意
思
は
あ
る

か
。

市
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
の
方
法
や
、公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
も
重
要
な
こ
と

は
、行
政
と
市
民
が
し
っ
か

り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
と
、市
民
が
関

心
を
持
つ
本
当
に
知
り
た

い
情
報
を
市
側
が
出
し
、そ

れ
を
み
ん
な
で
議
論
す
る
こ

と
だ
と
思
う
。そ
れ
が
あ
わ

ら
市
の
風
土
に
な
っ
た
と
き

に
、あ
わ
ら
市
は
変
わ
る
と

感
じ
る
。

ア
フ
レ
ア
へ
の
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
・
物
販

店
の
出
店
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
の
進
捗
と
今

後
の
計
画
を
教
え
て
ほ
し

い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
職
員
研
修
や

勉
強
会
、及
び
各
課
か
ら
の

業
務
改
善
に
関
す
る
相
談

対
応
を
行
い
、課
題
解
決
に

対
す
る
意
識
改
革
を
促
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
向
け
に
は
、ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
よ
ろ
ず
相
談
所

を
開
設
し
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
及
び
来
年
度
は
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
関

す
る
事
業
を
中
心
に
進
め

な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
子
申
請
手
続
の
拡
充
を

進
め
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も

行
政
手
続
が
で
き
る
環
境

を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。多

く
の
技
術
や
便
利
な
サ
ー

市
長

平
野

三
上

三
上

三
上

三
上

あ
わ
ら
市
議
会
会
議
規
則
第
14
条
に
お
い
て
、
議
員
は

各
種
要
件
に
よ
り
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
員
発
議

新
幹
線
開
業
後
少
な
く
と
も
四
半
世
紀
は
、
関
西
・
中
京
と
の
つ
な
が

り
が
弱
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
特
急
を
存
続
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。

趣

旨
令
和
４
年
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

趣

旨

●
あ
わ
ら
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
年
12
月
期
の
期
末
手
当
を
１
．６
２
５
月
か
ら
１
．６
７
５
月
に
０
．０

５
か
月
分
引
き
上
げ
る
こ
と
と
併
せ
、
令
和
５
年
か
ら
は
、
６
月
期
と

12
月
期
を
平
準
化
し
、
期
末
手
当
を
１
．６
５
月
に
改
正
す
る
も
の
。

内

容
可
決

結

　果

陳情第４号  直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急
「サンダーバード」「しらさぎ」を、現行のまま存続させるよう、国に対する意見書を提出す
ることを求める陳情

陳情第４号  直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急
「サンダーバード」「しらさぎ」を、現行のまま存続させるよう、国に対する意見書を提出す
ることを求める陳情賛成

反対
議案第７５号  令和４年度あわら市一般会計補正予算（第５号）議案第７５号  令和４年度あわら市一般会計補正予算（第５号）
市民の苦しい生活を考えれば、今この時期に特別職の給与を引き上げるべきではない。

反対

発議第５号  あわら市議会の議員の議員
報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

発議第５号  あわら市議会の議員の議員
報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

市民の暮らし、特に、物価高騰が引き続き非常
に厳しい状況になっているということを考えれ
ば、議員の期末手当の引上げはやめるべき。

反対
議案第８０号  市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第８０号  市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
特別職の給与等については、今の厳しい状況を考えれば、上げるべきではない。

反対
議案第８３号  あわら市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について議案第８３号  あわら市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
６０歳を超えた職員の給与は引き下げずに、少しずつ上がっていく給与体系にすべき。

特急「サンダーバード」「しらさぎ」を現行のまま存続させるべき。

陳情第５号  最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書陳情第５号  最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書
賛成

最低賃金引上げと同時に、中小企業に対する支援も拡充すべきである。

物
価
高
騰
―
市
民
の

く
ら
し
応
援
を

市
民
の
安
全・安
心
の

た
め
に
街
灯
設
置
を

市
長

創
造
戦
略
部
長

街
灯
の
設
置
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。設
置
基
準

と
電
気
料
の
負
担
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。道

路
構
造
令

や
道
路
照
明
施
設
設
置
基

準
等
を
参
考
に
設
置
し
て

い
ま
す
。防
犯
灯
に
つ
い
て

は
、区
が
設
置
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
際
、集
落
内
は
３
割
、集

落
間
は
７
割
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
道
路
管
理
者
が
設
置
し

た
照
明
の
電
気
料
に
つ
い
て

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理

者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。市

民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
街
灯
を
増
や
す
べ

き
。ま
た
、区
の
防
犯
灯
の

電
気
料
に
つ
い
て
助
成
す
べ

き
だ
。

市
は
、ア
フ
レ
ア
へ

出
店
を
予
定
し
て
い
た
三

丹
本
店
と
の
協
議
を
打
ち

切
り
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
金
沢
の
コ
ン
ビ

ニ
の
少
し
大
き
い
も
の
の
出

店
を
さ
せ
る
と
の
こ
と
だ

が
、「
な
ぜ
、ア
フ
レ
ア
の
メ

イ
ン
が
コ
ン
ビ
ニ
な
の
か
」

な
ど
市
民
か
ら
批
判
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　な
ぜ
三
丹
と
の
協
議
を
打

ち
切
る
の
か
、一
方
的
説
明
で

は
納
得
で
き
な
い
。三
丹
は

訴
訟
を
起
こ
し
て
お
り
、納

得
で
き
る
説
明
を
求
め
る
。

訴
訟
の
結
果
を

見
て
、議
会
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

燃
料
費
や
食
料
品

な
ど
が
値
上
げ
さ
れ
、市
民

の
く
ら
し
を
直
撃
し
て
い

る
。福
祉
灯
油
な
ど
、市
民

の
く
ら
し
を
支
え
る
施
策

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

物
価
高
に
対
す
る

家
計
支
援
と
し
て
、プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
や
電
子

ク
ー
ポ
ン
発
行
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、農
業
肥
料

の
購
入
支
援
や
小
規
模
事

業
者
へ
の
応
援
給
付
金
の
支

給
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

積
雪
期
を
控
え
て
、

く
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
。更
な
る
施
策
を
強
く

求
め
た
い
。

山
川

山
川

山
川

山
川

山
川

・
あ
わ
ら
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の

　
　
　 

進
捗
と
今
後
に
つ
い
て

市
長

副
市
長

土
木
部
長

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら

市
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会

や
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
・
陳
情

意
見
書
等

●
直
ち
に
特
急
乗
り
入
れ
工
事
を
中
止
し
、北
陸
新
幹
線
が
大
阪
へ
延
伸
す

る
ま
で
、特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」「
し
ら
さ
ぎ
」を
、現
行
の
ま
ま
存
続

さ
せ
る
よ
う
、国
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

特
急
存
続
を
求
め
る
有
志
代
表
　
橋
川
　
洋

提
出
者

不
採
択

結

　果
最
低
賃
金
の
地
域
格
差
を
な
く
し
、
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
実
現
さ
せ
る
た
め
。

趣

旨
福
井
県
労
働
組
合
総
連
合
　
　
議
長
　
鈴
木
　
孝
典

提
出
者

不
採
択

結

　果

●
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

三
上 

寛
了 

議
員

・
物
価
高
騰
Ｉ
市
民
の
く
ら
し
応
援
を

・
ア
フ
レ
ア
へ
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・

　
　
　     

物
販
店
の
出
店
に
つ
い
て

・
市
民
の
安
全
・
安
心
の

　
　
　 

た
め
に
街
灯
設
置
を

山
川
知
一
郎 

議
員
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編
集
後
記

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

×
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○
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○
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○
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○
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○
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○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

市

　
　長

　
　提

　
　出

陳

　情

発
議

第114回  あわら市議会定例会 議案等の審議結果及び各議員表決令和4年12月

令和４年度あわら市一般会計補正予算（第５号）

令和４年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度あわら市水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度あわら市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第１号）

あわら市公園条例の一部を改正する条例の制定について

公の施設の指定管理者の指定について（金津本陣にぎわい広場）

公の施設の指定管理者の指定について（越前加賀県境の館）

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書

坂井地区広域連合規約の一部変更について

「字の区域の変更について」の一部訂正について

令和４年度あわら市一般会計補正予算（第６号）

市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
あわら市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

あわら市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の
制定について
芦原温泉駅交通広場条例及びあわら市営駐車場条例の一部を改正
する条例の制定について

公の施設の指定管理者の指定について（芦原温泉駅西口賑わい施
設）

あわら市議会の議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市一般職の職員の給与に関する条例及びあわら市一般職の
任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸する
まで、特急「サンダーバード」「しらさぎ」を、現行のまま存続
させるよう、国に対する意見書を提出することを求める陳情
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　滋賀県東近江市市議会では、「議会ＢＣＰについて」
の視察研修を行いました。進め方としては、検討会を
設置し、素案作成、議会運営委員会で協議、検討会で素
案の修正、議会運営委員会に報告をし、全員協議会で
協議・決定をします。検討会設置から全員協議会・決定、
第一版策定まで２カ月しかかかっておらず、集中とス
ピード感があることに驚きました。
　愛知県岩倉市議会では「議会改革の取り組みについ
て」の視察研修を行いました。議会サポーターあるい
は市民からの意見等については、議会として取り組む
べき案件としては、各委員会に割り振り協議してもら
い、代表者質問に持っていくとのことでした。

　兵庫県西宮市役所では、ＤＸの推進についての視察
研修を行いました。ＤＸを進め、効率化やコスト削減を
目指すだけでなく、業務の在り方そのものの見直しや
組織の変革によって、市役所の改革を進めていくとの
ことです。
　廃校利活用で２か所視察し、兵庫県淡路市旧尾崎小
学校では、定住人口及び交流人口の増加、雇用の創出、
地元との交流など地域の活性化になっていました。今
後宿泊施設やＩＴ関係のオフィスなども考えているとの
ことであり、民間事業者ならではの使い方だと感心し、
また市や住民の柔軟な考え方にも驚きました。兵庫県
神戸市旧湊山小学校でも、住民の気持ちや思いを取り
入れた民間事業者ならではの利活用だと思いました。

　石川県珠洲市では、「里山里海を活かした観光施策
について」視察しました。他にはない「オンリーワン」
の道の駅になることで、旅行会社の目にとまり、ツアー
に組み入れられ来場者が増加し、消費額の増加に繋
がっているのだと感じました。
　富山県魚津市では『ゲームのまち推進事業「つくる
UOZUプロジェクト」について』と「魚津市ワーケー
ションモニター事業について」を視察しました。１点目
については、いろいろな課題はあるにしても今後が楽
しみで魚津市ならではの特徴ある事業になると感じ、２
点目については、ワーケーションのリピーターはある
が、なかなか移住に結びつかないという現実も目の当
たりにしました。

議会運営委員会

総務厚生常任委員会

産業建設教育
常任委員会
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第114回  あわら市議会定例会 議案等の審議結果及び各議員表決令和4年12月

令和４年度あわら市一般会計補正予算（第５号）

令和４年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度あわら市水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度あわら市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第１号）

あわら市公園条例の一部を改正する条例の制定について

公の施設の指定管理者の指定について（金津本陣にぎわい広場）

公の施設の指定管理者の指定について（越前加賀県境の館）

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情書

坂井地区広域連合規約の一部変更について

「字の区域の変更について」の一部訂正について

令和４年度あわら市一般会計補正予算（第６号）

市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
あわら市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

あわら市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の
制定について
芦原温泉駅交通広場条例及びあわら市営駐車場条例の一部を改正
する条例の制定について

公の施設の指定管理者の指定について（芦原温泉駅西口賑わい施
設）

あわら市議会の議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市一般職の職員の給与に関する条例及びあわら市一般職の
任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

直ちに特急乗り入れ工事を中止し、北陸新幹線が大阪へ延伸する
まで、特急「サンダーバード」「しらさぎ」を、現行のまま存続
させるよう、国に対する意見書を提出することを求める陳情
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　滋賀県東近江市市議会では、「議会ＢＣＰについて」
の視察研修を行いました。進め方としては、検討会を
設置し、素案作成、議会運営委員会で協議、検討会で素
案の修正、議会運営委員会に報告をし、全員協議会で
協議・決定をします。検討会設置から全員協議会・決定、
第一版策定まで２カ月しかかかっておらず、集中とス
ピード感があることに驚きました。
　愛知県岩倉市議会では「議会改革の取り組みについ
て」の視察研修を行いました。議会サポーターあるい
は市民からの意見等については、議会として取り組む
べき案件としては、各委員会に割り振り協議してもら
い、代表者質問に持っていくとのことでした。

　兵庫県西宮市役所では、ＤＸの推進についての視察
研修を行いました。ＤＸを進め、効率化やコスト削減を
目指すだけでなく、業務の在り方そのものの見直しや
組織の変革によって、市役所の改革を進めていくとの
ことです。
　廃校利活用で２か所視察し、兵庫県淡路市旧尾崎小
学校では、定住人口及び交流人口の増加、雇用の創出、
地元との交流など地域の活性化になっていました。今
後宿泊施設やＩＴ関係のオフィスなども考えているとの
ことであり、民間事業者ならではの使い方だと感心し、
また市や住民の柔軟な考え方にも驚きました。兵庫県
神戸市旧湊山小学校でも、住民の気持ちや思いを取り
入れた民間事業者ならではの利活用だと思いました。

　石川県珠洲市では、「里山里海を活かした観光施策
について」視察しました。他にはない「オンリーワン」
の道の駅になることで、旅行会社の目にとまり、ツアー
に組み入れられ来場者が増加し、消費額の増加に繋
がっているのだと感じました。
　富山県魚津市では『ゲームのまち推進事業「つくる
UOZUプロジェクト」について』と「魚津市ワーケー
ションモニター事業について」を視察しました。１点目
については、いろいろな課題はあるにしても今後が楽
しみで魚津市ならではの特徴ある事業になると感じ、２
点目については、ワーケーションのリピーターはある
が、なかなか移住に結びつかないという現実も目の当
たりにしました。

議会運営委員会

総務厚生常任委員会
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常任委員会
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令和5年2月15日 発行令和5年2月15日 発行市議会だより市議会だより

あわらあわらあわらあわら

議会の様子がインターネットで視聴できます。議会の様子がインターネットで視聴できます。
あわら市議会  YouTube

http://www.city.awara.lg.jp/gikai/http://www.city.awara.lg.jp/gikai/
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12月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

陳情・討論‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議案と結果・編集後記‥‥‥‥‥

委員会視察報告‥‥‥‥‥‥‥

次回会期日程・パブコメ結果‥‥

パブリックコメント終了！！パブリックコメント終了！！
ご意見ありがとう
　　　ございました！
ご意見ありがとう
　　　ございました！

政務活動費パブリックコメント
意見の概要
政務活動費パブリックコメント
意見の概要

あわら開会、2月27日（月）～3月22日（水）
2/27（月） 本会議
3/ 6（月） 一般質問
3/ 7（火） 一般質問
3/22（水） 本会議

3/ 8（水）、9（木）
 総務厚生常任委員会

3/10（金）、13（月）
　14（火）
 産業建設教育常任委員会

令和5年3月定例会令和5年3月定例会
：会期日程案： 市

議
会

パブリックコメントで寄せられたご意見は、全議員
で共有させていただき、その回答につきましては、
市議会のホームページに掲載させていただきます。

第百十五回

提出者１

１１月２１日から１２月２０日まで実施しましたパブリックコメント
の意見を掲載します。貴重なご意見ありがとうございました。

　政務活動費の交付に関する条例の制定について
は、次の理由をもって反対します。
①地方自治法には政務活動費を、必要な経費の一
部として支給できると規定されているが、議員報
酬のように必ず支給すべきものとの規定ではない
こと。

②政務活動費を支給するとなると、当然ながら請求
内容の審査が必要となり、余分な事務処理（オン
ブズマン等の対応も含め）が発生すること。

③各議員の政務活動費相当分の実績の公表など、
政務活動費の交付を必要とする実態が明らかにさ
れていないこと。

④物価上昇により市民生活が逼迫している中で、議
員のみが自らの利権を得ようとしている姿勢が理
解できない。

提出者２

　坂井市と比較すると、まず、あわら市の市議会議
員数が多すぎる。単純にあわら市の人口比率は坂井
市の30％程度である。
　坂井市の議員報酬総額（政務活動費を含む）を人
口比率であわら市の議員報酬総額にあてはめると、
坂井市の月額報酬450,000円だと7.2名、あわら市
の380,000円にしても8.5名である。
　あわら市の議員定数は、どんなに多くても10名以
内であるべきだと考えます。議員定数を削減したう
えで、政務活動費の交付、議員の月額報酬の引上
げも検討すべきと考える。

提出者３

　全く活動している様子が見られない。区
の定例会に出席していたが、選挙前にした
形式的な投票をお願いする挨拶のみがその
活動に触れた全てである。もしくは市議会
だよりで目にするくらいだが、いつも形骸
化しているとの感想しか持てない。
　これはあわら市議会議員全員に言えると
考え、議員数を減らせという声が以前から
聞くが、全く賛同する。ましてや実体のな
い政務活動費の交付などもってのほかで、
全く必要を感じない。交付するならその証
拠を住民に「見える化」するべき。
　本当に活動していることを回覧板などで
普段から周知すべきであると考える。
　例えば大雪の後でも道路状況や対策が全
く改善しない等、なんら議員の存在が感じ
られないからである。コロナ禍においても
状況改善に向けての議員らしい活動は一切
なかった。
　よって、ここに強く政務活動費の交付の
条例に反対し、その財源を喫緊にコロナ禍
で困窮している世帯に支給すべきと考え
る。
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